
( 1 )

二
〇
一
八

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

第
Ⅰ
期

一
〇
月
一
三
日
（
土
）
―
一
〇
月
二
八
日
（
日
）

地
下
の
正
倉
院
展

【
荷
札
木
簡
を
ひ
も
と
く
】

第
Ⅱ
期
展
示
木
簡

第
Ⅱ
期

一
〇
月
三
〇
日
（
火
）
―
一
一
月
一
一
日
（
日
）

第
Ⅲ
期

一
一
月
一
三
日
（
火
）
―
一
一
月
二
五
日
（
日
）

＊
木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た

結
果
、
既
報
告
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
展
示
番
号
の
上
部
に
記
し
た
◎
は
国
宝
を
示
し
ま
す
。

荷
札
の
ふ
る
さ
と

◎

河
内
国
か
ら
の
難
酒
の
荷
札

2

（
二
二
次
北
、
Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
出
土
。『
平
城
宮
木
簡
二
』
二
二
七
七
号
。

以
下
、
宮
二
―
二
二
七
七
の
よ
う
に
略
す
）

(

表)

難
酒
志
紀
郡

〔
田
井
ヵ
〕

(

裏)



郷
缶
入
四
斗
々
升

長
さ
一
三
三
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
三
型
式

河
内
国
志
紀
郡
田
井
郷
（
今
の
大
阪
府
八
尾
市
田
井
中
付
近
）
か
ら
貢
進

か
わ
ち

し

き

た

い

さ
れ
た
難
酒
の
荷
札
。
難
酒
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
濁
り
酒
の
こ

か
た
さ
け

と
か
。
志
紀
の
地
は
、『
古
事
記
』
雄
略
段
に
見
え
る
「
志
幾
之
大
県
主
」

こ

じ

き

し

き

の
お
お
あ
が
た
ぬ
し

の
居
処
で
、
県
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
嘗
祭
四
日
目
（
午
日
）

だ
い
じ
よ
う
さ
い

の
豊

明
節
会
な
ど
で
振
る
舞
わ
れ
る
「

県

醸

酒
」
に
相
当
す
る
と

と
よ
の
あ
か
り
の
せ
ち
え

あ
が
た
の
じ
ょ
う
し
ゅ

考
え
ら
れ
る
。『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
県
醸
酒
は
豊
明
節
会
で
六
位
已
下

え
ん
ぎ
し
き

と
歌
儛
人
た
ち
に
、
一
人
六
合
（
今
の
二
・
七
合
ほ
ど
、
約
〇
・
四
九
ℓ
）

ず
つ
支
給
さ
れ
た
（
造
酒
司
式
大
嘗
祭
雑
給
料
条
）。

ぞ
う
し
ゅ
し

裏
面
の
「
々
」
は
、
通
常
は
直
前
の
文
字
を
繰
り
返
す
こ
と
を
示
す
が
、

｢

四
斗
斗
升
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
こ
こ
で
は
直
前
の
数
字
を
受
け
て
、

｢

四
斗
四
升
」
の
つ
も
り
で
記
し
た
か
。
な
お
、「
々
」
は
「
ゝ
」
の
字
形
で

書
か
れ
て
い
る
。

｢

難
酒
」
の
二
文
字
は
比
較
的
整
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
文
字
は
、

右
上
が
り
の
ク
セ
が
あ
る
や
や
崩
れ
た
字
形
で
書
か
れ
て
い
る
。あ
る
い
は
、

当
初
は
「
難
酒
」
と
の
み
書
い
た
付
札
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
に
、「
志

つ
け
ふ
だ

紀
郡
」
以
下
の
情
報
を
追
記
す
る
こ
と
で
、
荷
札
風
に
体
裁
を
整
え
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
典
型
的
な
荷
札
の
書
式
と
は
異
な
り
、「
付
札
」
の
雰

囲
気
が
強
い
。
畿
内
地
域
や
、
品
目
の
特
殊
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

荷
札
と
付
札
の
作
り
方
や
使
い
方
な
ど
の
差
異
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
興
味

深
い
（
荷
札
と
付
札
に
つ
い
て
は

の
解
説
を
参
照
）。
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( 2 )

◎

甲
斐
国
か
ら
の
ク
ル
ミ
？
の
荷
札
の
断
片

5

（
五
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出
土
。
宮
一
―
一
四
）

(

表)

「
甲
斐
国
」
山
梨
郡

(

裏)


長
さ(

四
三)

㎜
・
幅(

一
〇)

㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
九
型
式

甲
斐
国
山
梨
郡
（
今
の
山
梨
市
を
中
心
と
す
る
、
甲
府
盆
地
東
北
部
の

か

い

や
ま
な
し

地
域
）
か
ら
の
荷
札
木
簡
の
断
片
。
甲
斐
国
か
ら
の
貢
進
物
の
荷
札
と
明
確

に
わ
か
る
木
簡
は
ご
く
少
な
く
（
可
能
性
を
含
め
て
も
六
点
程
度
）、
そ
の

う
ち

を
含
む
三
点
が
大
膳
職
推
定
地
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
２
１
９
か
ら
ま
と
ま

だ
い
ぜ
ん
し
き

ど
こ
う

5

っ
て
出
土
し
た
（
他
は
宮
一
―
一
九
・
二
〇
）。

以
外
の
二
点
は
ほ
ぼ
完

5

形
で
、
ク
ル
ミ
の
荷
札
と
わ
か
る
。
三
点
は
筆
跡
等
も
類
似
し
て
お
り
、
残

り
二
点
と
の
比
較
か
ら
、

も
ク
ル
ミ
の
荷
札
と
類
推
さ
れ
る
。

5

甲
斐
国
が
ク
ル
ミ
の
貢
進
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
甲
斐
国
の
年
料
別

ね
ん
り
ょ
う
べ
っ

貢
雑
物
と
し
て
筆
卅
管
・
零
羊
角
六
具
・
胡
桃
子
一
石
五
斗
を
規
定
す
る

こ
う
ぞ
う
も
つ

延
喜
民
部
省
式
下
年
料
別
貢
雑
物
条
の
規
定
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
、
同

え
ん
ぎ
み
ん
ぶ
し
ょ
う
し
き

主
計
寮
式
上
甲
斐
国
条
に
は
甲
斐
国
の
中

男
作
物
（

参
照
）
と
し

し
ゅ
け
い
り
ょ
う

ち
ゆ
う
な
ん
さ
く
も
つ

71

て
紙
・
熟
麻
・
紅
花
・
芥
子
・
胡
桃
油
・
鹿
脯
・
猪
脂
が
挙
げ
ら
れ

べ
に
ば
な

か
ら
し

か
の
ほ
じ
し

い
の
あ
ぶ
ら

て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
甲
斐
国
が
ク
ル
ミ
の
産
地
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
同
条
に
よ
る
と
、
甲
斐
国
の
調
は
帛
や

絁

（
や
や
質
の
劣

ち
ょ
う

は
く

あ
し
ぎ
ぬ

る
絹
と
さ
れ
る
）、
庸
は
布
で
あ
る
。
こ
れ
ら
繊
維
製
品
で
は
、
木
簡
を
付

よ
う

け
ず
に
本
体
に
直
接
記
銘
す
る
（
正
倉
院
宝
物
に
、
甲
斐
国
の
墨
書
銘
が
あ

る
絁
が
二
点
伝
来
し
て
い
る
。
松
嶋
順
正
編
『
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
調

庸
関
係
銘
文
七
三

・
七
四

）。
甲
斐
国
の
荷
札
が
少
な
い
背
景
に
は
、
こ
う
し
た

事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

「
甲
斐
国
」
と
「
山
梨
郡
」
以
下
は
筆
跡
が
異
な
る
。
共
に
出
土
し
た
他

の
二
点
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
甲
斐
国
」
が
追
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
国
名
の
追
記
は
荷
札
に
括
り
付
け
る
際
に
紐
を
掛
け
る
た
め
の
切

り
込
み
部
分
に
書
か
れ
て
お
り
、
荷
物
に
付
い
た
状
態
で
は
書
け
な
い
位
置

で
あ
る
。
荷
札
は
最
終
消
費
地
で
取
り
外
さ
れ
捨
て
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
、
追
記
は
荷
物
に
付
け
る
前
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
考
え
ら
れ
る

の
は
、
甲
斐
国
を
発
つ
前
で
あ
ろ
う
。
荷
札
木
簡
の
作
製
段
階
や
使
い
方
を

考
え
る
上
で
も
重
要
な
木
簡
で
あ
る
。

上
総
国
か
ら
の
エ
ゴ
マ
油
の
荷
札

8

（
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。『
平
城
京
木
簡
二
』
二
一
七
〇
号
。

以
下
、
京
二
―
二
一
七
〇
の
よ
う
に
略
す
）

(

表)

上
総
国
武
昌
郡
高
舎
里
荏
油

(

裏)

四
升
八
合

和
銅
六
年
十
月

長
さ
一
四
四
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
二
型
式

上
総
国
武
昌
郡
高
舎
里
（
今
の
千
葉
県
山
武
市
付
近
）
か
ら
納
め
ら
れ
た

か
ず
さ

む

さ

た
か
や

「
荏

油
」
の
荷
札
。
荏
油
は
エ
ゴ
マ
油
の
こ
と
。
四
升
八
合
は
今
の
二
升

え
の
あ
ぶ
ら

二
合
弱
、
約
三
・
九
ℓ
に
相
当
す
る
。

奈
良
時
代
の
油
と
し
て
は
胡
麻
油
が
も
っ
と
も
一
般
的
で
、
単
に
「
油
」

と
い
え
ば
胡
麻
油
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
エ
ゴ
マ
油
の
よ
う
に

他
の
種
類
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
動
物
性
の
油

に
は｢

脂
」
や
「
膏
」
の
字
を
当
て
た
。

律
令
で
は
、
荏
油
は
調

副

物
（
調
の
付
加
税
）
の
品
目
の
な
か
に
見

ち
よ
う
そ
わ
つ
も
の

え
る
（
賦
役
令
調
絹
絁
条
）。
調
副
物
は
養
老
元
年
（
七
一
七
）
に
廃
止
さ

ぶ
や
く
り
よ
う

れ
中
男
作
物
（

参
照
）
に
継
承
さ
れ
て
い
く
が
（『
続
日
本
紀
』
同
年

ち
ゆ
う
な
ん
さ
く
も
つ

71

十
一
月
戊
午
〈
二
十
二
日
〉
条
）、
裏
面
の
年
紀
は
和
銅
六
年
（
七
一
三
）

ぼ

ご

で
あ
る
か
ら
、

は
調
副
物
と
し
て
納
め
ら
れ
た
荏
油
の
荷
札
で
あ
ろ
う
。

8



( 3 )

全
体
の
作
り
は
き
わ
め
て
丁
寧
で
あ
る
。
切
り
込
み
は
き
れ
い
な
三
角
形

を
呈
し
、
頭
部
は
角
を
落
と
し
て
圭
頭
状
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
右
側

け
い
と
う

が
落
と
し
き
れ
て
い
な
い
の
は
ご
愛
嬌
。墨
痕
も
鮮
や
か
で
読
み
や
す
い
が
、

文
字
は
丁
寧
な
が
ら
や
や
古
拙
な
雰
囲
気
を
た
た
え
る
。
特
に
裏
面
の
「
年
」

は
大
き
く
省
略
さ
れ
て
、
ま
る
で
「
斤
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

陸
奥
国
か
ら
の
贄
の
昆
布
の
荷
札

12

（
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
４
９
５
１
出
土
。
宮
三
―
三
〇
五
九
）




陸
奥
国
名
取
郡


布
御
贄
壱
籠

天
平
元
年
十
一
月
十
五
日

長
さ
三
一
九
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
三
一
型
式

陸
奥
国
名
取
郡
（
今
の
宮
城
県
名
取
市
）
か
ら
、
贄
（
天
皇
用
の
食
材
、

む

つ

な
と
り

に
え

も
参
照
）
を
送
っ
た
際
の
荷
札
。
天
平
元
年
は
七
二
九
年
。
腐
食
が
非
常

62に
進
ん
で
お
り
、
墨
痕
は
極
め
て
薄
い
。
近
年
、
赤
外
線
観
察
装
置
の
発
達

や
、
類
例
の
増
加
に
よ
り
、
陸
奥
国
名
取
郡
か
ら
の
荷
札
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
再
調
査
の
重
要
性
を
痛
感
さ
せ
る
事
例
。

品
目
で
、
読
め
て
い
る
文
字
は
「
布
」
の
み
で
あ
る
。
贄
と
い
う
税
目
か

ら
し
て
も
食
品
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
食
品
で
「
布
」
字
が
つ
く
も

の
と
し
て
有
力
な
候
補
と
な
る
の
は
「
昆
布
」
で
あ
り
、「
布
」
字
の
上
の

わ
ず
か
に
残
る
墨
痕
も
「
昆
」
と
考
え
て
矛
盾
は
な
い
。
昆
布
は
本
州
北
部

以
北
に
分
布
し
て
お
り
、
陸
奥
国
か
ら
の
貢
納
品
に
ふ
さ
わ
し
い
。
た
だ
し
、

名
取
郡
が
昆
布
の
産
地
で
あ
っ
た
可
能
性
よ
り
も
、
交
易
を
通
じ
て
入
手
し

た
も
の
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

平
城
京
の
政
府
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
属
す
る
東
北
地
方
の
物
産
も
十
分

把
握
し
、天
皇
の
食
料
と
し
て
絶
品
の
昆
布
を
取
り
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

越
後
国
か
ら
の
荷
札

14

（
一
九
八
次
Ｂ
、
Ｓ
Ｄ
５
３
０
０
出
土
。

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
九
、
三
五
頁
下
段
。

以
下
、
城
二
九
―
三
五
頁
下
の
よ
う
に
略
す
）

越
後
国
沼
足
郡
深
江
長

さ(

七
二)

㎜
・
幅(

一
四)

㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

越
後
国
沼
足
郡
深
江
郷
（
沼
足
郡
は
今
の
新
潟
県
新
潟
市
・
新
発
田
市
を

え
ち
ご

ぬ
た
り

ふ
か
え

中
心
と
す
る
地
域
に
比
定
さ
れ
る
が
、
深
江
郷
は
比
定
地
未
詳
）
か
ら
の
荷

札
木
簡
。
越
後
国
は
、
律
令
国
家
に
と
っ
て
北
陸
道
経
由
の
北
の
最
前
線
で

あ
り
、「
辺
要
国
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
七
世
紀
代
に
は
、
沼
足
地

域
は
越
後
国
内
で
も
ま
さ
に
最
前
線
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
沼
足
柵
（
今
の
新

潟
市
内
に
所
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
遺
構
は
未
発
見
）
と
い
う
城
柵
が

設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
徐
々
に
北
上
し
て
出
羽
国
（
当

で

わ

初
は
今
の
山
形
県
南
部
、
の
ち
に
は
今
の
山
形
・
秋
田
両
県
全
域
に
ほ
ぼ
相

当
）
が
設
置
さ
れ
た
（『
続
日
本
紀
』
和
銅
五
年
〈
七
一
二
〉
九
月
己
丑

き
ち
ゅ
う

〈
二
十
三
日
〉
条
）。

『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
越
後
国
か
ら
の
調
庸
お
よ
び
中

男
作
物
（

え
ん
ぎ
し
き

ち
ゆ
う
な
ん
さ
く
も
つ

71

参
照
）
の
品
目
に
は
、
繊
維
製
品
の
他
は
サ
ケ
（
鮭
）
が
目
立
つ
（
主
計
寮

し
ゆ
け
い
り
よ
う

式
上
越
後
国
条
）。
越
後
国
は
古
代
か
ら
サ
ケ
の
名
産
地
で
あ
り
、
新
潟
県

長
岡
市
に
所
在
す
る
八
幡
林
官
衙
遺
跡
出
土
木
簡
に
も
サ
ケ
が
見
え
る
。

は
ち
ま
ん
ば
や
し
か
ん
が

は
下
部
欠
損
の
た
め
品
目
は
不
明
だ
が
、こ
う
し
た
状
況
か
ら
考
え
る
と
、

14サ
ケ
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

平
城
宮
・
京
跡
出
土
の
サ
ケ
の
荷
札
は
信
濃
国
（
今
の
長
野
県
、
城
二
二
―

し
な
の

三
三
頁
上
）
や
丹
後
国
（
今
の
京
都
府
北
部
、
城
二
四
―
二
八
頁
下
ほ
か
）、

た
ん
ご

因
幡
・
伯
耆
両
国
（
今
の
鳥
取
県
、
城
二
四
―
二
九
上
・
城
二
九
―
三
五

い
な
ば

ほ
う
き

上
な
ど
）
か
ら
の
事
例
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
今
の
と
こ
ろ
越
後
国
か
ら
の

サ
ケ
の
荷
札
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
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因
幡
国
か
ら
の
雑
腊
の
荷
札

17

（
三
九
次
南
、
Ｓ
Ｄ
４
９
５
１
出
土
。
宮
三
―
二
八
九
一
）

因
播
国
喜
多
郡
雑

一
斗
五
升

養
老
四
年
十
月

長
さ(

三
六
九)

㎜
・
幅
二
七
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
五
一
型
式

「
因
播
国
喜
多
郡
」（
今
の
鳥
取
市
西
部
、
旧
気
高
町
・
青
谷
町
・
鹿
野
町

い
な
ば

き

た

付
近
）
か
ら
送
ら
れ
た
雑
腊

（
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
干
物
）
の
荷
札
。
因

き
た
い

幡
の
「
幡
」
は
、
木
簡
で
は

の
よ
う
に
手
偏
の
「
播
」
で
記
さ
れ
る
。

て
へ
ん

17

喜
多
郡
は
、『
和
名
類

聚

抄
』
で
は
「
気
多
郡
」
と
表
記
さ
れ
、「
け
た

わ
み
よ
う
る
い
じ
ゆ
う
し
よ
う

ぐ
ん
」
と
読
む
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、

の
「
喜
多
郡
」、
あ
る
い
は
「
」

17

既
多
郡
」（『
藤
原
宮
木
簡
三
』
一
一
九
四
号
）
と
の
表
記
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
き
た
ぐ
ん
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
一
斗
五
升
は
今
の

六
升
八
合
ほ
ど
で
、
約
一
二
・
二
ℓ
。
養
老
四
年
は
七
二
〇
年
。

腊
は
魚
に
も
獣
肉
に
も
用
い
る
が
（
魚
は
Ⅰ
期
展
示

、
獣
肉
は
Ⅰ
期
展

4

示

な
ど
）、
因
幡
国
か
ら
の
荷
札
は
ワ
カ
メ
や
サ
ケ
に
付
さ
れ
た
も
の
が

70
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、

の
「
雑
腊
」
は
獣
肉
よ
り
も
種
々
の
魚

17

の
干
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
延
喜
式
』
で
は
、
因
幡
国
が
納
め
る
中

男
作
物
（

参
照
）
の
中
に

え
ん
ぎ
し
き

ち
ゆ
う
な
ん
さ
く
も
つ

71

「
雑
腊
」
が
見
え
る
（
主
計
寮
式
上
因
幡
国
条
）。

は
税
目
を
記
し
て

し
ゆ
け
い
り
よ
う

17

い
な
い
が
、
国
郡
名
の
み
を
記
載
し
貢
納
者
の
個
人
名
が
記
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
中
男
作
物
と
し
て
の
貢
進
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

美
作
国
か
ら
の
ア
カ
ネ
の
荷
札

19

（
二
〇
〇
次
、
Ｓ
Ｄ
５
１
０
０
（
左
京
）
出
土
。
城
二
二
―
三
七
頁
下
）

籠
十
両

美
作
国
大
庭
郡
大
庭
郷
茜
十
斤

長
さ
一
五
五
㎜
・
幅
一
四
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

美
作
国
大
庭
郡
大
庭
郷
（
今
の
岡
山
県
真
庭
市
大
庭
付
近
）
か
ら
送
ら

み
ま
さ
か

お
お
ば

れ
た
ア
カ
ネ
（
茜
）
の
荷
札
。
十
斤
は
約
六
・
七
㎏
。
十
両
は
約
四
一
八
ｇ
。

一
斤
は
十
六
両
で
あ
る
。

ア
カ
ネ
は
染
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
賦
役
令
調
絹
絁
条
で
は
、

ぶ
や
く
り
よ
う

調

副

物
の
一
つ
と
し
て
「
紫
」
や
「
紅
」
と
並
ん
で
見
え
る
。
調
副

ち
よ
う
の
そ
わ
つ
も
の

物
は
調
の
付
加
税
と
し
て
律
令
に
規
定
さ
れ
る
税
目
だ
が
、
養
老
元
年
（
七

一
七
）
に
中

男
作
物
（

参
照
）
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
際
に
廃
止
さ

ち
ゆ
う
な
ん
さ
く
も
つ

71

れ
た
。『
延
喜
式
』
で
は
、
美
作
国
の
中
男
作
物
の
中
に
「
茜
」
が
見
え
る

え
ん
ぎ
し
き

（
主
計
寮
式
上
美
作
国
条
）。

は
二
条
大
路
木
簡
の
一
つ
で
あ
り
、
年

し
ゆ
け
い
り
よ
う

19

紀
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
前
後
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
記
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
男
作
物
と
し
て
納
め

ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
じ
遺
構
か
ら
は
、「
美
作
国
久
米
郡
中
男
茜
十

斤
籠
重
一
斤
」
と
記
し
た
荷
札
も
出
土
し
て
い
る
（
城
三
一
―
三
〇
頁
上
）。

伊
予
国
か
ら
の
米
の
荷
札

23

（
二
二
次
南
、
Ｓ
Ｄ
３
１
５
４
出
土
。
宮
二
―
二
七
四
二
）

(

表)

周
敷
郡


郷
戸
主
丹
比
連
道
万
呂
戸

(

裏)

白
米
一
俵

長
さ
一
六
三
㎜
・
幅
二
一
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
三
三
型
式

伊
予
国
周
敷
郡
（
今
の
愛
媛
県
西
条
市
の
旧
小
松
町
・
丹
原
町
を
中
心
と

い

よ

す

ふ

す
る
地
域
）
か
ら
送
ら
れ
た
白
米
の
荷
札
。
郷
名
部
分
は
文
字
の
左
端
し
か

残
っ
て
お
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
判
読
で
き
な
い
。『
和
名
類

聚

抄
』
に

わ
み
よ
う
る
い
じ
ゆ
う
し
よ
う

よ
る
と
、
周
敷
郡
に
は
田
野
・
池
田
・
井
出
・
吉
田
・
石
井
・
神
戸
・
余
部

た

の

い
け
だ

い

で

よ
し
だ

い
し
い

か
ん
べ

あ
ま
る
べ

の
七
郷
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
候
補
と
な
る
。
郷
名
の
一
文
字
目
は
、
左
端
に

長
い
縦
画
が
見
え
、
横
画
が
突
き
出
て
い
る
様
子
は
な
い
か
ら
、
田
野
・
池

田
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

丹
比
連
と
い
う
氏
族
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年
（
七

た
じ
ひ

六
四
）
七
月
己
酉
（
一
四
日
）
条
に
、
伊
与
国
周
敷
郡
の
人
多
治
比
連
真
国

ら
十
人
に
周
敷
連
の
姓
を
賜
っ
た
と
の
記
事
が
見
え
、
確
か
に
当
地
に
分
布
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し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
俵
と
の
み
あ
っ
て
具
体
的
な
重
さ
や
容
積
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一

俵
に
は
米
五
斗
を
お
さ
め
る
の
が
標
準
で
（
延
喜
雑
式
公
私
運
米
条
）、

え
ん
ぎ

年

料
舂

米
（

参
照
）
の
荷
札
と
み
ら
れ
る
。

ね
ん
り
よ
う
し
よ
う
ま
い

78

独
特
の
趣
が
あ
る
書
風
で
、「
戸
」
の
一
画
目
や
「
連
」「
道
」
の
之

繞

し
ん
に
よ
う

の
点
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

肥
後
国
か
ら
の
腊
の
荷
札

27

（
九
九
次
、
Ｓ
Ｄ
５
７
８
０
出
土
。
城
一
一
―
一
五
頁
上
）

肥
後
国
天
草





長
さ(

一
〇
六)

㎜
・
幅(
一
七)

㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
九
型
式

肥
後
国
天
草
（
今
の
熊
本
県
天
草
諸
島
）
か
ら
の
腊
（
魚
や
肉
の
干
物
）

ひ

ご

あ
ま
く
さ

き
た
い

の
荷
札
。
肥
後
国
に
は
天
草
郡
が
あ
る
が
、
こ
の
木
簡
は
「
郡
」
字
を
記
し

て
お
ら
ず
、
行
政
単
位
で
は
な
く
地
域
名
と
し
て
書
い
た
も
の
か
。
あ
る
い

は
「
天
草
腊
」
が
一
ま
と
ま
り
で
、
一
種
の
ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

下
部
の
左
端
に
は
、
二
箇
所
に
墨
痕
が
見
え
、
何
ら
か
の
注
記
が
続
い
て

い
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現
状
で
下
部
の
右
半
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
な

い
た
め
、
割
書
と
は
み
な
し
が
た
い
。
一
行
の
注
記
と
み
た
場
合
、
通
常
は

の
よ
う
に
右
に
寄
せ
て
書
き
、
左
に
寄
せ
る
の
は
異
例
で
あ
る
。

19
西
海
道
諸
国
（
今
の
九
州
地
方
）
の
貢
進
物
は
、
大
宰
府
に
集
め
ら
れ

さ
い
か
い
ど
う

だ
ざ
い
ふ

た
後
、
必
要
に
応
じ
て
大
宰
府
か
ら
都
に
送
ら
れ
る
の
が
通
例
で
、
そ
の
際

に
広
葉
樹
の
荷
札
が
付
け
直
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（

参
照
）。
一

59

方
、

の
材
は
針
葉
樹
と
み
ら
れ
、
日
向
国
（
今
の
宮
崎
県
）
か
ら
の
牛

ひ
ゆ
う
が

27

皮
の
荷
札
（
Ⅰ
期
展
示

）
と
同
様
、
例
外
的
に
直
接
国
か
ら
都
へ
送
ら
れ

28

た
荷
札
の
可
能
性
が
あ
る
。

通
例
と
は
異
な
る
点
が
多
々
見
ら
れ
る
、
興
味
深
い
荷
札
で
あ
る
。

大
隅
国
か
ら
の
荷
札
？
の
断
片

29

（
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
５
１
０
０
（
宮
内
）
Ⅴ
区
出
土
。
宮
三
―
三
〇
九
四
）

大
隅
国

長
さ(

三
四)

㎜
・
幅(

二
一)

㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
八
一
型
式

「
大
隅
国
」
と
書
か
れ
た
木
簡
断
片
。
材
は
広
葉
樹
と
み
ら
れ
る
。
広
葉

お
お
す
み

樹
の
木
簡
は
、
大
宰
府
で
作
製
さ
れ
た
西
海
道
諸
国
（
今
の
九
州
地
方
）

だ
ざ
い
ふ

さ
い
か
い
ど
う

の
荷
札
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（

、
お
よ
び
Ⅰ
期
展
示

・
Ⅲ

59

58

期
展
示

を
参
照
）、

も
大
隅
国
（
今
の
鹿
児
島
県
東
部
）
の
荷
札
の
断

60

29

片
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
国
名
の
前
に
は
文
字
が
な
い
こ
と
、
端

正
な
筆
致
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
想
定
に
矛
盾
し
な
い
。

『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
大
隅
国
は
調
・
庸
と
し
て
綿
や
布
、
中

男
作
物

え
ん
ぎ
し
き

ち
ゆ
う
な
ん
さ
く
も
つ

（

参
照
）
と
し
て
紙
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
主
計
寮
式
上
大

し
ゆ
け
い
り
よ
う

71隅
国
条
）。

も
、
こ
れ
ら
の
物
品
の
い
ず
れ
か
に
添
付
さ
れ
た
荷
札
で
あ

29

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
西
海
道
諸
国
の
税
物
は
大
宰
府
で
消
費
さ
れ
る
の
が

原
則
で
あ
っ
た
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
平
城
京
ま
で
運
ば
れ
た

は
、

な
ど
と

29

59

同
じ
く
綿
の
荷
札
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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荷
札
の
カ
タ
チ

◎

周
防
国
か
ら
の
調
の
塩
の
荷
札
１

32

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
三
二
八
）

周
防
国
大
嶋
郡
美
敢
郷
凡
海
直
薩
山
御
調
尻
塩

長
さ
一
九
七
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

周
防
国
大
嶋
郡
美
敢
郷
（
大
嶋
郡
は
今
の
山
口
県
周
防
大
島
町
に
当
た

す
お
う

お
お
し
ま

み
か
ま

る
。
美
敢
郷
は
同
町
東
三
蒲
・
西
三
蒲
付
近
か
）
の
「
凡

海

直
薩
山
」

お
お
し
の
あ
ま
の
あ
た
い
さ
つ
や
ま

が
納
め
た
「
尻
塩
」
の
荷
札
。
尻
塩
は
固
形
塩
（
大
き
な
塊
に
固
め
ら
れ
た

き
た
し

塩
）。
数
量
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
形
状
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

が
出
土
し
た
平
城
宮
跡
内
裏
北
外
郭
官
衙
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
８
２
０
か
ら
は
、

だ
い
り
き
た
が
い
か
く
か
ん
が

ど
こ
う

32同
じ
周
防
国
大
嶋
郡
美
敢
郷
か
ら
の
塩
の
荷
札
が
数
点
見
つ
か
っ
て
い
る
。

上
下
両
端
に
左
右
か
ら
切
り
込
み
が
入
る
。
周
防
国
の
塩
荷
札
で
上
下
に

切
り
込
み
が
あ
る
の
は
珍
し
い
。
下
端
の
切
り
込
み
に
は
、
紐
を
掛
け
た
痕

跡
が
白
く
抜
け
て
残
る
。
上
端
の
切
り
込
み
に
は
、
現
状
で
は
紐
を
掛
け
た

痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
も
し
掛
け
て
い
た
と
す
れ
ば
、
一
文
字
目
「
周
」

の
上
を
紐
が
通
る
こ
と
に
な
る
。

信
濃
国
か
ら
の
荷
札

35

（
一
八
六
次
北
、
Ｓ
Ｅ
４
７
７
０
出
土
。
京
一
―
七
六
）

播
信
郡
五
十
斤

合
百
廿
斤

讃
信
郡
七
十
斤

長
さ
一
五
九
㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
二
型
式

下
端
付
近
に
の
み
切
り
込
み
を
持
つ
荷
札
。
荷
物
に
括
り
付
け
る
紐
を
掛

け
る
た
め
の
切
り
込
み
は
荷
札
に
も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
る
加
工
で
、
上
下

両
端
に
施
さ
れ
る
も
の
（
〇
三
一
型
式
）、
上
下
い
ず
れ
か
一
端
に
施
さ
れ

る
も
の
（
〇
三
二
型
式
）、
上
下
い
ず
れ
か
一
端
に
切
り
込
み
を
有
し
他
端

は
尖
ら
せ
ら
れ
る
も
の
（
〇
三
三
型
式
）、
の
三
通
り
に
大
別
さ
れ
る
。
だ

が
、
〇
三
二
型
式
の
切
り
込
み
は
、
実
際
に
は
上
端
付
近
に
施
さ
れ
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
（
〇
三
三
型
式
も
、
切
り
込
み
は
上
端
付
近
で
尖
ら
せ
ら
れ

る
の
は
下
端
で
あ
る
も
の
が
大
多
数
）、

の
よ
う
に
下
端
付
近
に
の
み
切

35

り
込
み
を
有
す
る
荷
札
は
珍
し
い
。
全
点
荷
札
で
構
成
す
る
今
年
の
地
下
の

正
倉
院
展
で
も
、
こ
の
タ
イ
プ
で
出
品
さ
れ
る
の
は

と
Ⅰ
期
展
示

の
二

35

7

点
の
み
で
あ
る
。

一
方
、
韓
国
（
新
羅
）
の
城

山
山

城
遺
跡
か
ら
は
、
下
端
付
近
に
の

し
ら
ぎ

じ
よ
う
さ
ん
さ
ん
じ
よ
う

み
切
り
込
み
を
有
す
る
荷
札
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

定
か
で
な
い
が
、
あ
ら
か
じ
め
荷
物
に
括
り
付
け
た
状
態
で
荷
札
に
墨
書
す

る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
、
と
の
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
切
り
込
み

の
側
を
上
に
し
て
荷
物
に
括
り
付
け
た
荷
札
の
下
端
付
近
を
手
に
取
り
、
持

ち
上
げ
な
が
ら
、
そ
ち
ら
側
（
＝
括
り
付
け
た
状
態
で
の
下
端
側
）
か
ら
文

字
を
書
い
て
ゆ
く
と
の
想
定
で
あ
る
（
つ
ま
り
、
墨
書
後
の
荷
札
は
文
字
の

天
地
が
逆
さ
に
な
っ
た
状
態
で
荷
物
に
ぶ
ら
下
が
る
こ
と
に
な
る
）。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
荷
札
は
、
下
端
付
近
に
の
み
切
り
込
み
を
も
つ
も

の
が
少
な
い
こ
と
、
切
り
込
み
に
紐
を
掛
け
る
と
文
字
の
一
部
が
隠
れ
て
し

ま
う
も
の
が
多
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
墨
書
を
施
し
た
後
に
荷
物

に
添
付
さ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に

上
記
の
韓
国
・
城
山
山
城
遺
跡
出
土
木
簡
に
対
す
る
解
釈
が
認
め
ら
れ
る
な

ら
ば
、
荷
札
利
用
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
墨
書
の
記
入
と
荷
物
へ
の
添
付
の

順
序
が
日
・
韓
で
は
相
違
し
て
い
た
可
能
性
も
浮
上
し
よ
う
。
だ
が
、
文
字

が
逆
さ
の
状
態
で
荷
札
が
添
付
さ
れ
る
と
の
想
定
の
不
自
然
さ
な
ど
、
疑
念

も
拭
い
き
れ
な
い
。
下
端
の
み
に
切
り
込
み
を
持
つ
荷
札
の
使
用
法
は
、
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

「
播
信
郡
」
は
『
和
名
類

聚

抄
』
の
信
濃
国
埴
科
郡
（
今
の
千
曲
市

わ
み
よ
う
る
い
じ
ゆ
う
し
よ
う

し
な
の

は
に
し
な
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の
、千
曲
川
以
東
を
中
心
と
す
る
地
域
）を
、「
讃
信
郡
」は
同
じ
く
同
国
更
科

さ
ら
し
な

郡
（
今
の
同
市
の
、
千
曲
川
以
西
を
中
心
と
す
る
地
域
）
を
指
す
。
物
品
名

は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
両
郡
か
ら
送
ら
れ
た
何
ら
か
の
品
物
、
合
計
一
二

〇
斤
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
と
な
る
。
一
斤
は
約
六
七
四
ｇ
で
、
五
〇
斤
は
三

三
㎏
強
、
七
〇
斤
は
約
四
七
㎏
、
一
二
〇
斤
は
八
〇
㎏
強
に
相
当
す
る
。

と
こ
ろ
で
、

は
本
当
に
荷
札
で
あ
ろ
う
か
？

一
般
に
、
物
品
に
付
さ

35

れ
た
ラ
ベ
ル
類
全
般
を
「（
広
義
の
）
付
札
」
と
呼
び
、
そ
の
う
ち
輸
送
に

つ
け
ふ
だ

よ
り
遠
距
離
を
移
動
す
る
荷
物
に
付
け
ら
れ
た
も
の
を
「
荷
札
」、
倉
庫
内

で
の
管
理
な
ど
の
際
に
用
い
ら
れ
原
則
と
し
て
移
動
し
な
い
も
の
を
「（
狭

義
の
）
付
札
」
と
呼
び
、
区
別
し
て
い
る
（
荷
札
の
こ
と
を
「
貢
進
物
付
札
」

と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
）。
複
数
郡
に
ま
た
が
る
貢
進
物
を
ま
と
め
た
荷
物
に

添
付
さ
れ
た
荷
札
は
類
例
が
少
な
く
、
む
し
ろ
両
郡
か
ら
貢
納
さ
れ
た
荷
物

が
都
に
届
け
ら
れ
た
の
ち
、
保
管
の
場
面
で
新
た
に
添
付
さ
れ
た
も
の
と
み

る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。総
重
量
八
〇
㎏
余
り
と
か
な
り
重
い（
あ

る
い
は
大
き
い
・
多
い
）
物
品
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
想
定
に
有
利

か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
こ
の
想
定
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、

は
荷
札
で
は

35

な
く
、
狭
義
の
付
札
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

山
城
国
か
ら
の
俵
の
荷
札

37

（
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一
―
四
二
九
）

鳥
羽
里
俵
一
斛

長
さ(

一
五
八)

㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
一
㎜

〇
三
三
型
式

長
屋
王
家
木
簡
。
鳥
羽
里
は
『
和
名
類

聚

抄
』
の
山
城
国
紀
伊
郡

と

ば

わ
み
よ
う
る
い
じ
ゆ
う
し
よ
う

や
ま
し
ろ

き

い

鳥
羽
郷
（
今
の
京
都
市
の
、
南
・
伏
見
両
区
の
境
界
付
近
）
に
当
た
る
と
み

ら
れ
る
。
単
に
「
俵
」
と
し
か
記
さ
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
米
俵
で
あ
ろ
う
。

一
斛
は
今
の
約
四
斗
五
升
、
六
七
・
五
㎏
ほ
ど
に
相
当
す
る
。
荷
札
と
し

て
は
記
載
内
容
が
や
や
簡
素
で
あ
り
、
長
屋
王
の
封
戸
（
貴
族
に
対
す
る
給

ふ

こ

付
の
一
種
で
、
特
定
の
戸
か
ら
貢
納
さ
れ
る
租
の
半
分
と
調
庸
の
全
部
が
封

主
に
納
入
さ
れ
る
制
度
。
指
定
さ
れ
た
戸
そ
の
も
の
を
指
す
場
合
も
あ
る
）

か
ら
送
ら
れ
た
米
俵
の
荷
札
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

は
下
端
が
尖
ら
せ
ら
れ
て
お
り
、
一
見
〇
五
一
型
式
の
よ
う
で
あ
る
。

37
し
か
し
、
よ
く
見
る
と
上
端
は
欠
失
し
て
お
り
、
左
右
の
角
を
落
と
し
た
よ

う
な
加
工
は
実
は
切
り
込
み
の
痕
跡
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

は
上
下
の

37

い
ず
れ
か
一
端
に
切
り
込
み
を
有
し
他
端
を
尖
ら
せ
る
〇
三
三
型
式
に
分
類

さ
れ
る
。
上
端
の
切
り
込
み
は
左
右
で
ほ
ぼ
位
置
や
深
さ
が
揃
い
、
下
端
の

尖
り
加
工
も
ほ
と
ん
ど
左
右
対
称
に
な
る
よ
う
整
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
全

体
に
作
り
は
丁
寧
な
印
象
。

越
前
国
か
ら
の
ダ
イ
ズ
の
荷
札

41

（
二
二
次
南
、
Ｓ
Ｄ
３
１
５
４
出
土
。
宮
二
―
二
七
四
一
）

越
前
国
坂
井
郡
大
豆
一
半長

さ
一
八
八
㎜
・
幅
二
一
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
五
一
型
式

越
前
国
坂
井
郡
（
今
の
福
井
県
坂
井
市
・
あ
わ
ら
市
付
近
）
か
ら
の
ダ

え
ち
ぜ
ん

さ
か
い

イ
ズ
（
大
豆
）
の
荷
札
。「
一
半
」
は
一
・
五
で
は
な
く
半
分
（
〇
・
五
）

の
意
味
。
別
遺
構
か
ら
の
出
土
で
は
あ
る
が
、
越
前
国
坂
井
郡
か
ら
の
荷
札

に
は
品
目
を
単
に
「
俵
」
と
の
み
記
す
も
の
が
あ
り
（
宮
二
―
二
一
九
〇
・

二
一
九
一
、
い
ず
れ
も
内
裏
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
か
ら
の
出
土
）、
宮
二

だ
い
り

―
二
一
九
一
に
は

と
同
じ
「
一
半
」
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、「
大
豆
五

41

俵
」
と
記
す
文
書
（
天
平
宝
字
五
年
〈
七
六
一
〉
檜
皮
葺
蔵
収
納
雑
物
検
注

文
、『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
二
五
巻
三
〇
四
頁
）
か
ら
、
ダ
イ
ズ
は
俵

に
詰
め
て
保
管
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
あ
る
い
は

の
ダ

41

イ
ズ
も
俵
入
り
の
状
態
で
、
そ
の
俵
が
標
準
の
半
分
の
サ
イ
ズ
ま
た
は
容
量

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

は
、
短
冊
状
の
材
の
上
下
い
ず
れ
か
一
端
を
尖
ら
せ
た
〇
五
一
型
式
に

41
分
類
さ
れ
て
い
る
。
〇
五
一
型
式
は
、
俵
に
詰
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
米
の

荷
札
に
よ
く
み
ら
れ
る
形
状
で
あ
る
。
だ
が
、
確
か
に
左
右
両
辺
は
下
に
向
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か
っ
て
ゆ
る
や
か
に
細
く
な
る
よ
う
削
ら
れ
て
い
る
が
、
下
端
は
尖
る
と
い

う
よ
り
丸
み
を
帯
び
た
弧
状
を
呈
し
て
い
る
。
典
型
的
な
〇
五
一
型
式
と
は

や
や
異
な
る
形
状
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
宮
二
―
二
一
九
〇
は

と
非
常
に
よ
く
似
た
カ
タ
チ
を
し
て
い
る
。

41
正
倉
院
文
書
中
に
は
「
大
豆
」
が
散
見
し
、「
醬

大
豆
」
や
「
生
大
豆
」

ひ
し
お

な
ど
も
認
め
ら
れ
る
（
神
護
景
雲
四
年
〈
＝
宝
亀
元
年
、
七
七
〇
〉
奉
写
一

切
経
所
告
朔
解
、『
大
日
本
古
文
書
』〈
編
年
〉
六
巻
九
五
・
九
八
頁
ほ
か
）。

延
喜
大
膳
職
式
下
造
雑
物
法
条
に
よ
れ
ば
、「
醬
大
豆
」
は
末

醬
（
今
日

え
ん
ぎ
だ
い
ぜ
ん
し
き

ま
つ
し
よ
う

の
味
噌
の
原
形
と
さ
れ
る
調
味
料
）
の
原
料
。「
生
大
豆
」
は
、
ま
だ
青
く

未
成
熟
な
う
ち
に
収
穫
し
た
ダ
イ
ズ
（
＝
枝
豆
）
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
『
延
喜
式
』
を
参
照
す
る
と
、
民
部
省
式
下
交
易
雑
物
条
に
は

み
ん
ぶ
し
よ
う

こ
う
え
き
ぞ
う
も
つ

近
江
（
今
の
滋
賀
県
）
以
下
の
一
三
カ
国
に
交
易
雑
物
と
し
て
の
「
大
豆
」

お
う
み

や
「
醬
大
豆
」
な
ど
の
貢
進
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
貢
進
者
名
を
記
さ
な
い

の
ダ
イ
ズ
も
、
交
易
雑
物
と
し
て
納
め
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
（
た

41だ
し
、
延
喜
式
制
で
は
越
前
国
に
は
ダ
イ
ズ
の
貢
納
は
課
さ
れ
て
い
な
い
）。

荷
札
か
ら
は
、
越
前
の
他
に
近
江
（
城
二
二
―
三
三
頁
上
）、
但
馬
（
今
の

た
じ
ま

兵
庫
県
北
部
、『
藤
原
宮
木
簡
三
』
一
一
七
三
号
）、
播
磨
（
今
の
兵
庫
県
南

は
り
ま

部
、
城
一
七
―
一
五
頁
上
）、
美
作
（
今
の
岡
山
県
北
部
、
城
一
五
―
一
二

み
ま
さ
か

頁
上
）、
阿
波
（
今
の
徳
島
県
、
城
一
五
―
三
〇
頁
上
）、
伊
予
（
今
の
愛
媛

あ

わ

い

よ

県
、『
藤
原
宮
木
簡
三
』
一
六
四
六
号
）
と
い
っ
た
国
々
か
ら
ダ
イ
ズ
が
送

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
越
前
以
外
は
、
い
ず
れ
も
延
喜
式
制
の
ダ

イ
ズ
貢
進
国
に
含
ま
れ
る
）。
大
膳
職
式
下
造
雑
物
法
条
に
は
「
熬
大
豆
粉
」

が
み
え
、
熬
っ
て
粉
末
状
に
し
て
か
ら
食
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。内
膳
司
式
に
は
ダ
イ
ズ
の
栽
培
法
に
関
す
る
規
定
も
存
す
る（
耕

な
い
ぜ
ん
し

種
園
圃
条
）。

ま
た
、
延
喜
大
膳
職
式
下
仁
王
会
料
条
に
は
「
白
大
豆
」「
黒
大
豆
」
の

に
ん
の
う
え

双
方
が
み
え
、
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
ズ
と
ク
ロ
マ
メ
と
が
区
別
さ
れ
て
い
た
様
子

が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
、「
黒
大
豆
」（
ク
ロ
マ
メ
）
は
薬
物
と
し
て
も
用

い
ら
れ
た
ら
し
い
（
典
薬
寮
式
河
内
年
料
雑
薬
条
）。

て
ん
や
く
り
よ
う

か
わ
ち

播
磨
国
か
ら
の
俵
の
荷
札

44

（
九
一
次
、
内
裏
西
南
隅
外
郭
整
地
土
出
土
。
宮
七
―
一
一
三
一
二
）

(

表)

明
郡
葛
江
里

(

裏)

丹
人
部
由
毛
万
呂
俵

長
さ
一
三
九
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

俵
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
。
単
に
「
俵
」
と
し
か
記
さ
れ
な
い
が
、
米
俵
で

あ
ろ
う
。

の
よ
う
に
税
目
を
記
さ
な
い
米
（
俵
）
は
、
年

料
舂

米
（
諸

ね
ん
り
よ
う
し
よ
う
ま
い

44

国
の
正

税
を
搗
精
し
都
に
送
る
米
、

参
照
）
の
場
合
が
多
い
。

し
よ
う
ぜ
い

と
う
せ
い

78

下
部
で
折
れ
て
二
片
に
分
か
れ
て
お
り
、
下
端
が
若
干
焦
げ
付
い
て
い
る

が
、
ほ
ぼ
原
形
を
保
っ
て
い
る
。
端
部
は
、
上
端
が
鈍
角
（
約
一
四
〇
度
）

の
山
形
に
成
形
さ
れ
、
下
端
も
緩
や
か
な
円
弧
状
に
削
り
出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
の
型
式
分
類
で
は
、
上
下
い
ず
れ
か
一
端
を
尖
ら
せ
る
形
状
は
〇
五
一

型
式
と
さ
れ
る
。
だ
が
、

の
場
合
は
上
端
の
尖
り
の
角
度
が
非
常
に
緩
い

44

こ
と
、
下
端
も
尖
ら
せ
た
と
は
言
い
が
た
い
形
状
で
あ
る
こ
と
、
い
ず
れ
の

加
工
に
も
実
用
性
は
見
出
し
が
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
便
宜
的
に
プ
レ
ー
ン

な
短
冊
形
を
意
味
す
る
〇
一
一
の
型
式
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

｢

明
郡
葛
江
里
」
は
『
和
名
類

聚

抄
』
の
播
磨
国
明
石
郡
葛
江
郷
（
今

わ
み
よ
う
る
い
じ
ゆ
う
し
よ
う

は
り
ま

あ
か
し

ふ
じ
え

の
兵
庫
県
明
石
市
藤
江
周
辺
）
に
あ
た
る
。「
葛
江
」
は
、
木
簡
で
も
現
在

の
地
名
と
同
じ
「
藤
江
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
宮
二
―
二
七
四
九
）。

郡
名
の
「
明
」
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
に
地
名
表
記
の
統
一
が
命
じ
ら

れ
る
よ
り
前
の
表
記
。「
月
」
を
並
べ
る
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
「
朋

郡
」
と
読
ん
で
し
ま
い
そ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
「
明
」
の
異
体
字
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、｢

明
」
一
文
字
で
「
あ
か
し
」
と
読
ま
せ
た
と
み
ら
れ
る
。

貢
進
者
の
姓
「
丹
人
部
」
は
不
詳
。「
丹
比
部
」
の
誤
記
と
も
考
え
ら
れ

た
じ
ひ
べ

る
が
、
一
文
字
目
は
字
形
か
ら
「
身
」
の
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
そ
の

場
合
、｢

身
人
部
」
と
な
っ
て
意
味
は
通
る
が
、
最
終
画
の
「
丿
」
を
書
か

む

と

べ

な
い
字
形
の
「
身
」
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、

「
身
」
の
最
終
画
と
「
人
」
の
一
画
目
が
共
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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荷
札
の
大
き
さ

◎

安
房
国
か
ら
の
調
の
ア
ワ
ビ
の
荷
札

47

（
二
二
次
北
、
Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
出
土
。
宮
二
―
二
二
四
六
）

安
房
国
朝
夷
郡
健
田
郷
仲
村
里
戸
私
部
真
鳥
調
鰒
六
斤
三
列
長
四
尺
五
寸
束
一
束
養
老
六
年
十
月

長
さ
四
六
一
㎜
・
幅
二
三
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
一
型
式

安
房
国
朝
夷
郡
健
田
郷
仲
村
里
（
今
の
千
葉
県
南
房
総
市
の
旧
千
倉
町

あ

わ

あ
さ
ひ
な

た
け
だ

な
か
む
ら

域
付
近
か
）
か
ら
の
調
の
ア
ワ
ビ
の
荷
札
。
貢
納
者
は
私
部
真
鳥
。
貢

ち
ょ
う

き
さ
い
べ
の
ま
と
り

納
量
は
「
六
斤
」（
大
斤
で
の
計
量
、
小
斤
で
は
十
八
斤
、
約
四
㎏
）
と
記

さ
れ
、
こ
れ
は
賦
役
令
調
絹
絁
条
に
記
さ
れ
た
正
丁
（
成
人
男
子
）
一

ぶ
や
く
り
ょ
う

せ
い
て
い

人
分
の
輸
貢
量
に
合
致
す
る
。
養
老
六
年
は
七
二
二
年
。

安
房
国
は
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
上
総
国
か
ら
分
置
さ
れ
、
天
平
十
三

か
ず
さ

年
（
七
四
一
）
に
一
度
は
上
総
国
に
戻
さ
れ
た
が
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五

七
）
に
再
び
分
置
さ
れ
た
。

は
最
初
の
分
置
時
期
に
属
す
る
。
安
房
国
は

47

ア
ワ
ビ
の
産
地
と
し
て
名
高
く
、
同
国
の
ア
ワ
ビ
は
「

東

鰒
」
と
も
呼

あ
ず
ま
の
あ
わ
び

ば
れ
て
珍
重
さ
れ
た
。
付
け
ら
れ
た
荷
札
も
三
〇
㎝
を
超
え
る
大
型
の
も
の

が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

は
約
四
六
㎝
も
あ
り
、
と
り
わ
け
長
大

47

な
逸
品
と
い
え
る
。

で
は
、「
六
斤
」
と
い
う
重
量
表
記
と
並
列
し
て
「
三
列
長
四
尺
五
寸

47
束
一
束
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
本
（
＝
列
）
が
約
一
三
五
㎝
（
＝

四
尺
五
寸
）
の
ア
ワ
ビ
を
三
本
で
一
束
に
し
て
い
る
、
の
意
。
こ
こ
か
ら
、

こ
の
ア
ワ
ビ
が
熨
斗
ア
ワ
ビ
（
ア
ワ
ビ
の
肉
を
桂
剥
き
に
薄
く
切
り
伸
ば

の

し

か
つ
ら
む

し
、
干
し
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）
に
加
工
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
木

簡
の
長
さ
が
ア
ワ
ビ
の
ち
ょ
う
ど
三
分
の
一
ほ
ど
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
あ
る
い
は
三
つ
折
り
に
畳
ん
で
梱
包
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
も

知
れ
な
い
。

貢
納
者
の
私
部
真
鳥
の
「
鳥
」
の
字
は
、
最
後
の
部
分
が
横
画
一
本
で
済

ま
さ
れ
「
島
」
の
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
に
は
「
嶋
」

の
字
体
を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
、「
島
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。「
真
鳥
」
さ
ん
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

◎

近
江
国
か
ら
の
生
蘇
の
荷
札

50

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
四
六
六
）

近
江
国
生
蘇
三
合

長
さ
五
五
㎜
・
幅
九
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
三
一
型
式

近
江
国
（
今
の
滋
賀
県
）
か
ら
届
け
ら
れ
た
「
生
蘇
」
の
荷
札
。
蘇
は

お
う
み

な
ま
そ

牛
乳
を
煮
詰
め
て
作
る
古
代
の
高
級
乳
製
品
。「
生
」
と
あ
る
か
ら
、
半
生

の
や
わ
ら
か
い
状
態
で
土
器
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
三
合
」
は

今
の
一
合
三
勺
五
撮
ほ
ど
で
、
約
二
四
〇
㏄
に
あ
た
る
。
容
器
に
合
わ
せ
て

木
簡
も
小
型
。
長
さ
は
五
五
㎜
し
か
な
く
、
最
小
ク
ラ
ス
の
木
簡
の
一
つ
。

な
お
、「
蘇
」
の
字
は
草
冠
の
下
の
パ
ー
ツ
が
現
在
の
字
体
と
は
左
右
逆
に

な
っ
て
い
る
が
、
古
代
に
は
こ
の
字
体
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

は
一
九
六
三
年
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
も
の
だ
が
、
蘇
の
荷
札
は
そ

50
の
後
は
な
か
な
か
出
土
せ
ず
、
永
ら
く
日
本
で
唯
一
の
蘇
の
荷
札
木
簡
だ
っ



( 10 )

た
。
そ
れ
だ
け
、
蘇
が
貴
重
な
製
品
だ
っ
た
証
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
八
九
年
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て
発
見
さ
れ
た
二
条
大
路
木
簡
（
平
城
京

左
京
三
条
二
坊
の
長
屋
王
邸
の
跡
地
に
設
け
ら
れ
た
光
明
皇
后
の
皇
后
宮

こ
う
ご
う
ぐ
う

に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
七
万
四
千
点
に
及
ぶ
木
簡
群
）
か
ら
は
、
参
河
（
今

み
か
わ

の
愛
知
県
東
部
）・
美
濃
（
今
の
岐
阜
県
南
部
）・
武
蔵
（
今
の
埼
玉
県
・
東

み

の

む
さ
し

京
都
、
お
よ
び
神
奈
川
県
の
一
部
）・
上
総
（
今
の
千
葉
県
中
部
）
の
各
国

か
ず
さ

か
ら
の
蘇
の
荷
札
木
簡
四
点
（
い
ず
れ
も
城
三
〇
―
七
頁
上
）
が
ま
と
ま
っ

て
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
級
乳
製
品
で
あ
る
蘇
が
、
広
く
全
国
で

生
産
・
貢
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら

諸
国
の
荷
札
も
長
さ
は
美
濃
が
四
三
㎜
、
上
総
が
五
六
㎜
、
武
蔵
が
六
五
㎜

と
、
い
ず
れ
も

と
同
様
に
小
型
で
あ
る
（
参
河
の
み
、
下
端
欠
失
の
状
態

50

で
八
七
㎜
と
や
や
大
き
め
）。

『
延
喜
式
』
に
は
、
例
え
ば
伊
勢
（
今
の
三
重
県
の
、
伊
賀
お
よ
び
志
摩

え
ん
ぎ
し
き

い

せ

地
方
を
除
い
た
地
域
に
ほ
ぼ
相
当
）
以
下
の
八
カ
国
を
「
第
一
番
」
と
し
て
丑う
し

年
と
未
年
に
蘇
を
納
め
る
こ
と
を
課
す
な
ど
、
諸
国
に
分
担
さ
せ
て
の
蘇

ひ
つ
じ

の
貢
進
体
制
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
民
部
省
式
下
貢
蘇
番
次
条
）。
複
数
国

み
ん
ぶ
し
よ
う

か
ら
の
蘇
の
荷
札
木
簡
の
存
在
は
、
こ
の
規
定
の
原
形
が
奈
良
時
代
ま
で
遡

る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
唯
一
年
紀
を
有
す
る
武
蔵

国
の
荷
札
は
天
平
七
年
（
七
三
五
、
亥
年
）
の
も
の
で
あ
る
が
、
延
喜
式
制

い

で
は
武
蔵
国
は
「
第
二
番
」
と
し
て
寅
年
と
申
年
の
貢
進
が
課
せ
ら
れ
て

と
ら

さ
る

い
る
。『
延
喜
式
』
が
完
成
す
る
十
世
紀
初
頭
ま
で
に
、
何
ら
か
の
規
定
の

改
変
が
行
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

荷
札
の
樹
種

讃
岐
国
か
ら
の
荷
札

54

（
九
一
次
、
内
裏
西
南
隅
外
郭
整
地
土
出
土
。
宮
七
―
一
一
三
二
二
）

讃
岐
国
香
川
郡
原
里
秦
公

身

長
さ
一
八
二
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
五
一
型
式

讃
岐
国
香
川
郡
（
今
の
香
川
県
高
松
市
の
一
部
）
か
ら
の
荷
札
。｢

原
里
」

さ
ぬ
き

か
が
わ

は
ら

は
『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
み
え
な
い
が
、
正
倉
院
の
丹
裹
（「
に
つ
つ

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

た
ん
か

み
」
と
も
）
文
書
に
「
讃
岐
国
香
河
郡
幡
羅
里
」（『
大
日
本
古
文
書
』〔
編

は

ら

年
〕
二
五
巻
一
六
四
頁
）
と
あ
る
。

は
第
一
次
大
極
殿
院
内
裏
外
郭
の

だ
い
ご
く
で
ん
い
ん
だ
い
り
が
い
か
く

54

造
営
に
伴
う
整
地
土
層
か
ら
一
括
で
出
土
し
た
木
簡
群
の
一
つ
で
あ
り
、
和

銅
二
年
（
七
〇
九
）
と
同
三
年
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
が
一
緒
に
出
土
し
て
い

る
。
こ
の
年
代
観
は
、
国
―
郡
―
里
の
表
記
と
も
矛
盾
し
な
い
。

税
目
や
物
品
名
、
年
紀
な
ど
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
香
川
郡
の
木
簡
に
同

じ
く
地
名
と
人
名
し
か
記
さ
な
い
木
簡
が
あ
る
（
城
三
四
―
二
六
頁
下
）。

『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
讃
岐
国
の
調
に
は
繊
維
製
品
や
土
器
の
ほ
か
に
塩
、

え
ん
ぎ
し
き

中

男
作
物
（

参
照
）
に
は
胡
麻
油
や
乾
鮹
、
鯛
の
楚
割
、
大
鰯
の
鮨
、

ち
ゆ
う
な
ん
さ
く
も
つ

ほ
し
た
こ

す
わ
や
り

す
し

71

鯖
、
海
藻
が
み
え
る
（
主
計
寮
式
上
讃
岐
国
条
）。
香
川
郡
か
ら
の
荷
札

め

し
ゆ
け
い
り
よ
う

で
物
品
名
の
わ
か
る
の
は
米
の
み
で
あ
る
。

樹
種
は
ヒ
ノ
キ
。

は
、
科
学
的
な
保
存
処
理
が
施
さ
れ
る
前
に
、
生
物

54

顕
微
鏡
で
解
剖
学
的
特
徴
を
観
察
し
て
樹
種
を
同
定
し
て
い
る
。
従
来
行
わ

れ
て
き
た
表
面
観
察
だ
け
で
は
、
科
よ
り
詳
し
い
属
を
特
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
破
面
を
用
い
る
な
ど
、
試
料
採
取
の
条
件
が
揃
う
の
で
あ
れ
ば
、

よ
り
確
実
な
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
ヒ
ノ
キ
材
の
木

簡
は
、
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
の
大
勢
を
占
め
て
い
る
。

下
端
は
左
辺
が
欠
失
。
右
辺
は
斜
め
に
削
ら
れ
る
。
上
端
も
削
り
調
整
が

施
さ
れ
て
い
る
。
下
か
ら
二
文
字
目
は
「
族
」「
侠
」
な
ど
の
可
能
性
が
あ

る
が
、
偏
の
大
部
分
が
欠
失
し
て
お
り
、
読
み
切
れ
な
い
。
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隠
岐
国
か
ら
の
ワ
カ
メ
の
荷
札

57

（
九
一
次
、
内
裏
西
南
隅
外
郭
整
地
土
出
土
。
宮
七
―
一
一
三
一
一
）

前
里

海
部
郡

軍
布
廿
斤

阿
曇
部
都
祢

長
さ
一
九
一
㎜
・
幅
三
四
㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
三
一
型
式

海
部
郡
前
里
か
ら
納
め
ら
れ
た
「
軍
布
」（
ワ
カ
メ
）
の
荷
札
。
海
部
郡

あ

ま

さ
き

め

は
尾
張
国
（
今
の
愛
知
県
西
部
）、
隠
岐
国
（
今
の
島
根
県
隠
岐
の
島
）、
紀
伊

お
わ
り

お

き

き

い

国
（
和
歌
山
県
）、
豊
後
国
（
今
の
大
分
県
の
、
宇
佐
市
・
中
津
市
な
ど
を

ぶ
ん
ご

除
く
大
部
分
）
に
存
在
し
た
。

は
国
名
を
記
さ
な
い
が
、
類
例
か
ら
隠
岐

57

国
か
ら
送
ら
れ
た
荷
札
と
判
断
さ
れ
る
。
隠
岐
国
海
部
郡
は
今
の
隠
岐
の
島

の
う
ち
の
中
ノ
島
、
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
に
当
た
る
。
前
里
は

『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
対
応
す
る
郷
名
は
み
え
な
い
が
、「
佐
作
郷
」

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

さ

さ

と
い
う
郷
名
が
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
当
た
る
か
。
た
だ
し
、
平
城
宮
跡

出
土
木
簡
に
「
佐
吉
郷
」
が
み
え
（
城
一
六
―
七
頁
上
、
同
下
な
ど
）、
佐

さ

き

作
郷
で
は
な
く
こ
の
佐
吉
郷
と
同
一
（
あ
る
い
は
そ
の
前
身
）
と
み
る
見
解

も
あ
る
。
阿
曇
部
都
祢
は
貢
進
者
名
。

あ
ず
み
べ
の
つ

ね

隠
岐
国
の
荷
札
は
、
長
さ
が
短
く
幅
広
の
形
状
、
記
載
内
容
の
一
部
に
割

書
が
あ
る
、
ス
ギ
材
を
用
い
る
、
と
い
っ
た
共
通
点
が
あ
る
。
特
に
藤
原
宮

・
京
跡
で
出
土
す
る
隠
岐
国
の
荷
札
は
上
記
の
特
徴
に
加
え
、
国
名
を
記
さ

な
い
、
税
目
を
記
さ
な
い
、
記
載
は
片
面
の
み
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。

ワ
カ
メ
を
「
軍
布
」
と
記
載
す
る
の
も
古
い
表
記
で
、
平
城
宮
で
出
土
す
る

隠
岐
の
ワ
カ
メ
の
荷
札
は
、
多
く
は
「
海
藻
」
と
記
載
さ
れ
る
。
全
体
に
古

様
を
示
す
荷
札
で
あ
る
が
、

と
同
様
、
第
一
次
大
極
殿
院
内
裏
外
郭
の
造

54

営
に
伴
う
土
層
か
ら
の
出
土
で
あ
り
、
年
代
観
と
も
合
致
す
る
。

樹
種
は
ス
ギ
。

も

と
同
じ
く
、
生
物
顕
微
鏡
に
よ
る
樹
種
同
定
を
行

57

54

っ
た
。
ス
ギ
は
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
の
う
ち
、
ヒ
ノ
キ
に
次
い
で
多
い
樹
種

で
あ
る
。
し
か
し
、
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
の
樹
種
同
定
結
果
に
よ
る
と
、
ヒ

ノ
キ
系
が
九
割
と
圧
倒
的
多
数
を
占
め
、ス
ギ
は
全
体
の
数
％
に
と
ど
ま
る
。

樹
種
同
定
の
デ
ー
タ
を
今
後
も
蓄
積
し
て
、
都
城
に
お
け
る
木
材
利
用
の
在

り
方
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

◎

豊
前
国
か
ら
の
調
の
綿
の
荷
札

59

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
二
八
八
）

四
両

(

表)

豊
前
国
下
毛
郡
調
綿
壱
伯
屯

養
老

年

〔
二
ヵ
〕

〔
一
ヵ
〕

(

裏)

赤
人


長
さ(

一
七
一)

㎜
・
幅
二
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
九
型
式

豊
前
国
下

毛
郡
（
今
の
大
分
県
中
津
市
の
大
部
分
）
か
ら
調
と
し
て
納

ぶ
ぜ
ん

し
も
つ
み
け

め
ら
れ
た
綿
の
荷
札
。「
綿
」
は
木
綿
で
は
な
く
、
蚕
の
繭
か
ら
作
る
真
綿

わ
た

か
い
こ

ま
ゆ

ま
わ
た

を
意
味
す
る
。「
屯
」
は
梱
包
の
単
位
で
「
四
両
」
は
一
つ
の
荷
の
重
さ
が

と
ん

大
四
両
（
＝
小
十
二
両
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
註
記
。
大
四
両
は
約
一
六
八

ｇ
に
相
当
す
る
の
で
、
一
〇
〇
屯
は
約
一
六
・
八
㎏
と
な
る
。
養
老
二
年
は

七
一
八
年
。
納
め
た
個
人
名
は
記
さ
な
い
。
裏
面
の
「
赤
人
」
は
収
納
責

あ
か
ひ
と

任
者
の
名
前
と
み
ら
れ
る
。

材
は
広
葉
樹
と
み
ら
れ
る
。広
葉
樹
を
材
と
す
る
木
簡
は
非
常
に
珍
し
い
。

土
中
で
は
傷
み
や
す
い
広
葉
樹
も
元
来
は
針
葉
樹
よ
り
木
質
が
堅
く
、
楷
書

体
の
文
字
を
記
す
の
に
向
い
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

は
内
裏
北
外
郭
の
ゴ
ミ
穴
Ｓ
Ｋ
８
２
０
か
ら
見
つ
か
っ
た
木
簡
で
、

だ
い
り
き
た
が
い
か
く

59
同
遺
構
か
ら
は
綿
の
荷
札
が
多
数
出
土
し
て
い
る
（
Ⅰ
期
展
示

、
Ⅲ
期
展

58

示

な
ど
）。
こ
れ
ら
は
、
貢
進
元
の
国
郡
が
異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
書
式

60
が
似
通
い
、
広
葉
樹
を
用
い
る
点
も
共
通
す
る
。
西
海
道
の
九
国
二
島
の

調
庸
は
大
宰
府
に
集
積
し
消
費
す
る
原
則
で
あ
る
が
、そ
の
う
ち
の
一
部
、

ち
ょ
う
よ
う

だ
ざ
い
ふ

綿
や
絹
、
紫
草
な
ど
は
例
外
的
に
京
進
さ
れ
た
。
調
綿
の
荷
札
に
国
郡
を
ま

た
ぐ
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
宰
府
に
て
発
送
準
備
が
行
わ
れ
、

一
括
し
て
荷
札
が
作
製
・
添
付
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

切
り
込
み
に
掛
か
っ
た
紐
が
そ
の
ま
ま
残
る
。
Ⅰ
期
展
示

に
も
切
り
込

31

み
に
巻
か
れ
た
紐
が
残
っ
て
い
た
が
、
そ
ち
ら
は
蔓
紐
な
の
に
対
し
、

は
59

編
ん
だ
縄
紐
。
切
り
込
み
に
巻
き
付
け
、
裏
面
で
結
ん
で
い
る
。
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荷
札
に
み
え
る
税
制

参
河
国
か
ら
の
贄
の
サ
メ
の
荷
札

62

（
二
〇
〇
次
、
Ｓ
Ｄ
５
１
０
０
（
左
京
）
出
土
。
城
二
二
―
二
一
頁
下
）

参
河
国
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
八
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

長
さ
二
四
〇
㎜
・
幅
二
一
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
一
型
式

参
河
国
播
豆
郡
の
析
嶋
（
今
の
愛
知
県
西
尾
市
一
色
町
佐
久
島
）
か
ら

み
か
わ

は

ず

さ
く
じ
ま

「
御
贄
」
と
し
て
納
め
ら
れ
た
佐
米
楚
割
の
荷
札
。
楚
割
は
魚
肉
を
細
く

み
に
え

さ
め
の
す
わ
や
り

割
い
て
干
し
た
も
の
。
贄
は
神
に
供
す
る
神
饌
や
共
同
体
の
首
長
に
貢
納

し
ん
せ
ん

す
る
初
物
に
起
源
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
「
御
贄
」「
大
贄
」
な
ど
と

記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
奈
良
時
代
に
は
主
に
天
皇
の
食
膳
に
供
す
る
食
材

を
い
い
、
海
産
物
を
中
心
と
す
る
。
一
方
、

は
天
皇
の
居
所
で
あ
る
内
裏
だ
い
り

62

の
近
辺
な
ど
で
な
く
宮
外
の
二
条
大
路
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
皇
后
宮
の
所

在
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
な
っ
た
。

参
河
国
播
豆
郡
か
ら
の
贄
の
荷
札
は
、
海
民
集
団
の
海
部
が
月
単
位
で
貢

あ

ま

進
す
る
書
式
を
と
る
。
析
嶋
と
篠
嶋
（
今
の
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
篠

し
の
じ
ま

島
）
が
交
替
（
お
お
よ
そ
析
嶋
が
偶
数
月
、
篠
嶋
が
奇
数
月
）
で
御
贄
貢
進

を
担
当
し
た
ほ
か
、
比
莫
嶋
（
今
の
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
日
間
賀
島
）

ひ
ま
か
じ
ま

が
分
担
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
様
の
荷
札
木
簡
が
宮
内
内
裏
近
く
か
ら
も

多
数
出
土
し
て
い
る
。
六
斤
は
約
四
㎏

。
参
河
三
島
の
こ
の
書
式
の
贄
の

荷
札
に
は
年
紀
は
書
か
れ
な
い
（
例
外
は
宮
七
―
一
二
八
一
四
の
み
）。

『
延
喜
式
』
に
は
参
河
国
の
調
に
「
雑
魚
楚
割
」
が
み
え
る
（
主
計
寮

え
ん
ぎ
し
き

し
ゆ
け
い
り
よ
う

式
上
参
河
国
条
）。
三
島
か
ら
送
ら
れ
た
荷
札
を
み
る
と
、「
雑
魚
」
に
は
佐

米
の
ほ
か
、
毛
都
（
ア
イ
ナ
メ
か
？
）、
宇
波
賀
（
不
明
）、
赤
魚
（
ア
カ
ム

も

つ

う

ば

か

ツ
か
？
）、
須
々
岐
（
ス
ズ
キ
）
の
楚
割
な
ど
が
あ
る
。

◎

長
門
国
か
ら
の
ワ
カ
メ
の
荷
札

65

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
四
〇
一
）

天
平
十
八
年
三
月
廿
九
日

長
門
国
豊
浦
郡
都
濃
嶋
所
出
穉
海
藻

長
さ
二
七
三
㎜
・
幅
三
六
㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
三
一
型
式

長
門
国
豊
浦
郡
都
濃
嶋
（
今
の
山
口
県
下
関
市
豊
北
町
角
島
）
か
ら
の

な
が
と

と
よ
ら

つ

の
し
ま

ワ
カ
メ
の
荷
札
。
古
代
に
は
「
海
藻
」
だ
け
で
今
の
ワ
カ
メ
を
指
し
、｢

穉｣

め

は
「
幼
稚
」
な
ど
の
語
に
使
わ
れ
る
「
稚
」
と
同
義
で
「
若
い
」
を
意
味
す

る
た
め
、「
穉
海
藻
」
は
ワ
カ
メ
の
新
芽
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
延
喜
式
』

え
ん
ぎ
し
き

に
は
長
門
国
の
中
男
作
物
（

参
照
）
に
「
海
藻
」
が
み
え
る
（
主
計
寮

ち
ゅ
う
な
ん
さ
く
も
つ

し
ゆ
け
い
り
よ
う

71

式
上
長
門
国
条
）。
内
膳
司
式
年
料
御
贄
条
に
は
「
長
門
国
〈
稚
海
藻
一
百

な
い
ぜ
ん
し

四
籠
〉」
と
あ
り
、
他
国
と
比
べ
貢
納
量
が
多
い
。
長
門
国
は
ワ
カ
メ
の
大

量
貢
進
国
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
平
十
八
年
は
七
四
六
年
。

角
島
で
は
、
現
在
も
ワ
カ
メ
が
特
産
物
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
巻
一
六
、

つ
の
し
ま

三
八
九
三
に
「
角
嶋
の
迫
門
の
稚
海
藻
は
人
の
む
た
荒
か
り
し
か
ど
吾
と

は
和
海
藻
」（
角
島
の
瀬
戸
の
ワ
カ
メ
は
他
人
に
は
荒
め
だ
っ
た
が
、
私
に

に
ぎ

め

は
柔
ら
か
い
ワ
カ
メ
だ
）
と
詠
わ
れ
る
。
な
お
、
Ⅰ
期
展
示
７
・

・

、

15

64

Ⅲ
期
展
示

な
ど
も
特
に
産
地
を
記
載
し
た
ブ
ラ
ン
ド
物
の
ワ
カ
メ
の
荷

66

札
で
あ
り
、
全
国
各
地
に
ワ
カ
メ
の
名
産
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
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紀
伊
国
か
ら
の
調
の
塩
の
荷
札

69

（
三
二
次
、
Ｓ
Ｄ
３
４
１
０
・
Ｓ
Ｄ
１
２
５
０
出
土
。
宮
三
―
三
五
六
〇
）

(

表)
紀
伊
国
日
高
郡
調
塩
三
斗

(

裏)

寶
亀
五
年

長
さ(

一
四
一)

㎜
・
幅
一
一
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

紀
伊
国
日
高
郡
（
今
の
和
歌
山
県
日
高
郡
・
御
坊
市
お
よ
び
田
辺
市
の

き

い

ひ
た
か

一
部
）
か
ら
調
と
し
て
納
め
ら
れ
た
塩
の
荷
札
。
三
斗
は
今
の
一
斗
三
升
五

合
ほ
ど
で
、
約
二
・
四
ℓ
に
相
当
す
る
。
宝
亀
五
年
は
七
七
四
年
。

調
は
、
日
本
古
来
の
貢
納
制
で
あ
る
ツ
キ
に
中
国
の
調
の
制
度
を
あ
わ
せ

て
成
立
し
た
税
目
と
さ
れ
る
。
絹
や
布
を
中
心
と
す
る
が
、
海
産
物
を
含
む

雑
多
な
品
目
が
納
め
ら
れ
た
。
賦
役
令
に
は
、
正
丁
（
成
人
男
子
）
一

ぶ
や
く
り
ょ
う

せ
い
て
い

人
の
調
塩
の
負
担
料
は
三
斗
と
あ
り
（
調
絹
絁
条
）、

に
記
さ
れ
た
貢
納

69

量
と
一
致
す
る
。

は
貢
進
者
名
を
省
略
し
、
郷
名
も
記
さ
な
い
と
い
う
、

69

特
徴
的
な
記
載
を
有
す
る
。
類
例
と
し
て
は
、
Ⅲ
期
展
示

（
紀
伊
国
〈
今

75

の
和
歌
山
県
〉）、
宮
二
―
二
一
八
五
（
讃
岐
国
〈
今
の
香
川
県
〉）、
宮
三

さ
ぬ
き

―
三
〇
二
〇
（
伊
勢
国
〈
今
の
三
重
県
の
、
伊
賀
お
よ
び
志
摩
地
方
を
除
い

い

せ

た
地
域
に
ほ
ぼ
相
当
〉
か
）
な
ど
の
調
塩
荷
札
が
あ
る
。

延
喜
主
計
寮
式
上
に
は
紀
伊
国
の
調
に
「
塩
」
が
み
え
（
紀
伊
国
条
）、

え
ん
ぎ
し
ゆ
け
い
り
よ
う

同
造
酒
司
式
に
は
御
酒
に
紀
伊
の
塩
を
入
れ
る
と
あ
る
（
紀
伊
国
塩
条
）。

ぞ
う
し
ゆ
し

上
端
は
山
形
に
整
形
さ
れ
て
い
る
。
下
端
は
折
れ
て
い
る
が
、
記
載
内
容

は
完
結
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

◎

越
中
国
か
ら
の
中
男
作
物
の
サ
バ
の
荷
札

71

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
三
五
七
）

(

表)

越
中
国
羽
咋
郡
中
男
作
物
鯖
壱
伯
隻

廣
椅

(

裏)

天
平
十
八
年｢

大
庭
」

長
さ
二
九
〇
㎜
・
幅
三
七
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
三
一
型
式

越

中
国
羽
咋
郡
（
今
の
石
川
県
羽
咋
市
）
か
ら
中

男
作
物
と
し
て
届

え
つ
ち
ゆ
う

は
く
い

ち
ゅ
う
な
ん
さ
く
も
つ

け
ら
れ
た
サ
バ
（
鯖
）
の
荷
札
。「
隻
」
は
単
位
。
古
代
に
は
広
く
個
数
の

せ
き

示
す
の
に
用
い
ら
れ
た
。
天

平
十
八
年
は
七
四
六
年
。

て
ん
ぴ
ょ
う

中
男
作
物
は
中
男
（
令
制
で
は
十
七
〜
二
十
歳
の
男
子
）
が
納
め
る
税
目

で
、
養
老
元
年
（
七
一
七
）
に
そ
れ
ま
で
の
中
男
の
調
と
、
正
丁
（
令
制

せ
い
て
い

で
は
二
十
一
〜
六
十
歳
の
男
子
）
の
調
副

物
を
統
合
し
て
成
立
し
た
。

ち
ょ
う
そ
わ
つ
も
の

調
と
は
異
な
り
個
人
名
は
記
さ
な
い
の
が
普
通
。
こ
う
し
た
荷
札
の
特
徴
や

調
副
物
の
性
格
を
引
き
継
ぐ
点
な
ど
か
ら
、
中
男
作
物
は
中
男
の
集
団
的
な

労
働
に
よ
る
産
物
を
収
取
す
る
も
の
で
、
贄
（

参
照
）
に
近
い
性
格
を

に
え

62

も
つ
と
い
わ
れ
る
。

羽
咋
郡
は
も
と
越
前
国
に
属
し
、養
老
二
年（
七
一
八
）に
能
登
郡
・
鳳
至

え
ち
ぜ
ん

の

と

ふ
げ
し

郡
・
珠
洲
郡
と
と
も
に
能
登
国
と
し
て
分
立
し
た
（『
続
日
本
紀
』
同
年
五

す

ず

月
乙
未
〈
二
日
〉
条
）。
そ
の
後
、
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
に
、
な
ぜ
か

い
つ
び

元
の
越
前
国
で
は
な
く
、
越
中
国
に
統
合
さ
れ
（『
続
日
本
紀
』
同
年
十
二

月
丙

戌
〈
十
日
〉
条
）、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
に
再
び
能
登
国
と

へ
い
じ
ゆ
つ

し
て
分
立
し
た
（『
続
日
本
紀
』
同
年
五
月
乙
卯
〈
八
日
〉
条
）。

は
ち

い
つ
ぼ
う

71

ょ
う
ど
こ
の
越
中
国
所
管
時
期
の
も
の
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
で
は
越
中
国

え
ん
ぎ
し
き

の
中
男
作
物
に
サ
バ
は
見
え
な
い
が
、
能
登
国
の
中
男
作
物
に
は
見
え
て
お

り
、「
能
登
鯖
」
と
も
呼
ば
れ
て
珍
重
さ
れ
た
（
主
計
寮
式
上
越
中
国
条

し
ゆ
け
い
り
よ
う

・
能
登
国
条
、
内
膳
司
式
供
御
月
料
条
、
主
膳
監
式
月
料
条
）。

な
い
ぜ
ん
し

し
ゆ
ぜ
ん
げ
ん

サ
バ
は
役
人
が
常
食
と
し
て
請
求
し
た
例
が
あ
る
（
城
二
四
―
七
頁
上
）

く
ら
い
な
の
で
、
比
較
的
広
く
食
べ
ら
れ
た
魚
の
よ
う
だ
が
、
荷
札
は
羽
咋

郡
と
同
じ
能
登
半
島
の
珠
洲
郡
（
羽
咋
郡
と
同
様
の
分
立
・
統
合
の
過
程
を
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た
ど
る
、
城
二
二
―
三
五
頁
上
）、
伊
予
国
風
早
郡
（
宮
一
―
三
六
一
）
な

い

よ

か
ざ
は
や

ど
数
例
し
か
な
い
。租
税
と
し
て
の
貢
進
に
用
い
る
ほ
ど
の
良
質
の
も
の
は
、

産
地
が
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

裏
面
の
「
廣
椅
」
と
「
大
庭
」
は
、
類
例
は
少
な
い
が
、
貢
進
責
任
者

ひ
ろ
は
し

お
お
に
わ

名
か
。
但
し
、「
大
庭
」
は
筆
が
異
な
る
ら
し
い
。
な
お
、「
庭
」
は
、「
壬
」

の
部
分
を
「
手
」
に
つ
く
り
、
ま
た
、
麻
垂
で
な
く
延

繞
の
文
字
と
す
る
、

ま
だ
れ

え
ん
に
よ
う

古
代
に
広
く
用
い
ら
れ
た
異
体
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

い
た
い
じ

若
狭
国
か
ら
の
庸
の

粟
の
荷
札

74

（
一
七
七
次
、
第
一
次
大
極
殿
院
西
辺
整
地
土
出
土
。
宮
七
―
一
二
六
四
〇
）

田
井
里
秦
人
足
結

(

表)

若
狭
国
遠
敷
郡
玉
置
郷

庸

粟
六
斗

(

裏)

養
老
二
年
十
月

長
さ
二
〇
七
㎜
・
幅
三
三
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
一
型
式

若
狭
国
遠
敷
郡
玉
置
郷
（
今
の
福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
玉
置
周
辺
）

わ
か
さ

お
に
ゅ
う

た
ま
き

か
ら
庸
と
し
て
届
け
ら
れ
た
粟
の
荷
札
。「
秦
人
足
結
」
は
貢
進
者
の
名
。

よ
う

あ
わ

は
た
ひ
と
の
た
る
ゆ
い

養
老
二
年
は
七
一
八
年
。

庸
は
古
代
の
税
目
の
一
種
で
、
十
日
間
の
労
働
の
代
わ
り
に
布
を
納
め
る

も
の
だ
が
、
実
際
に
は
米
や
塩
で
代
納
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
主
と
し
て
地

方
か
ら
上
京
し
仕
丁
（
男
性
）
や
采
女
（
女
性
）
な
ど
と
し
て
働
く
人
び

じ
ち
ょ
う

う
ね
め

と
の
食
料
に
充
て
ら
れ
た
。

庸
を
粟
で
納
め
た
例
は

以
外
に
は
な
く
、
粟
の
荷
札
と
し
て
も

が
唯

74

74

一
で
あ
る
。
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
十
月
に
、
陸
田
（
畑
）
耕
作
を
奨
励

り
く
で
ん

し
、
稲
の
代
わ
り
に
粟
を
納
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
す

る
か
（『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
十
月
乙
卯
〈
七
日
〉
条
）。
稲
と
粟
の
換

い
つ
ぼ
う

算
率
は
、
賦
役
令
義
倉
条
に
稲
二
斗
＝
粟
一
斗
と
定
め
る
が
、
稲
三
斗

ぶ
や
く
り
よ
う
ぎ
そ
う

（
束
）
＝
粟
二
斗
（『
令

集

解
』
同
条
令

釈
所
引
天
平
六
年
格
）、

り
よ
う
の
し
ゆ
う
げ

り
ょ
う
し
ゃ
く

き
ゃ
く

稲
一
斗
＝
粟
一
斗
（
同
古
記
所
引
天
平
八
年
四
月
格
）
な
ど
の
例
も
あ
り
、

こ

き

の
庸
と
し
て
の
貢
進
量
が
六
斗
で
あ
る
の
は
、
稲
一
斗
＝
粟
一
斗
で
の
換

74算
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
な
お
、「

」
は
不
詳
。『
平

城
宮
木
簡
七
』
の
解
説
で
は
「
辟
」
と
み
た
が
意
味
が
通
じ
ず
、
む
し
ろ
「
碎
」

と
読
み
取
っ
て
「
砕
」
で
考
え
れ
ば
、
細
か
く
砕
い
た
粟
と
し
て
意
味
を
取

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

◎

備
中
国
か
ら
の
白
米
の
荷
札

78

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
四
一
七
）

(

表)

備
中
国
賀
夜
郡
阿
宗
里
白
米
五

(

裏)

斗

天
平
十
九
年
二
月
九
日

長
さ
一
九
九
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

備

中
国
賀
夜
郡
阿
宗
里
（
今
の
岡
山
県
総
社
市
東
北
部
）
か
ら
届
け
ら

び
っ
ち
ゅ
う

か

や

あ

そ

れ
た
「
白
米
」（「
舂

米
」
と
も
い
う
）
の
荷
札
。
五
斗
は
今
の
二
斗
二

は
く
ま
い

し
ょ
う
ま
い

升
五
合
ほ
ど
で
、
約
三
四
㎏
に
相
当
す
る
。
数
字
と
単
位
の
間
で
裏
返
し
て

反
対
面
に
書
き
継
ぐ
と
い
う
、
た
い
へ
ん
お
お
ら
か
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

天

平
十
九
年
は
七
四
七
年
。

て
ん
ぴ
ょ
う

米
は
重
い
た
め
、
田
租
な
ど
の
か
た
ち
で
徴
収
さ
れ
た
米
は
地
元
に
留
め

で
ん
そ

置
か
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、人
口
の
多
い
都
で
は
米
の
需
要
も
高
く
、

一
部
は
籾
殻
を
外
し
た
舂
米
（
白
米
）
の
状
態
で
運
京
さ
れ
た
。
田

令
田

で
ん
り
よ
う

租
条
に
淵
源
を
も
つ
制
度
で
、『
延
喜
式
』
で
は
「
年

料

舂

米
」
と
し

え
ん
ぎ
し
き

ね
ん
り
ょ
う
し
ょ
う
ま
い

て
伊
勢
（
今
の
三
重
県
の
、
伊
賀
お
よ
び
志
摩
地
方
を
除
い
た
地
域
に
ほ
ぼ

い

せ

相
当
）
以
下
の
二
二
ヵ
国
が
輸
貢
国
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
（
民
部
省

み
ん
ぶ
し
よ
う

式
下
年
料
舂
米
条
）。
年
料
舂
米
を
は
じ
め
と
す
る
米
の
輸
貢
国
に
指
定
さ

れ
る
の
は
、
都
に
近
く
海
運
が
利
用
で
き
る
国
々
が
多
か
っ
た
。

運
京
さ
れ
た
白
米
（
＝
舂
米
）
は
大
炊
寮
に
保
管
さ
れ
、
主
と
し
て
役

お
お
い
り
よ
う

人
の
常
食
（
給
食
）
に
充
て
ら
れ
た
。
一
方
、
白
米
の
荷
札
は
平
城
宮
内
の

各
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
白
米
の
荷
札
は
米
と
と
も
に
宮
内

の
被
支
給
官
司
ま
で
移
動
し
、
最
終
消
費
地
の
近
く
で
外
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ

た
と
み
ら
れ
る
。



( 15 )

荷
札
の
削
屑

◎

備
後
国
か
ら
の
調
の
鍬
の
荷
札

83

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
三
一
四
）

備
後
国
三
上
郡
調
鍬
壱
拾
口

天
平
十
八
年

長
さ
二
五
七
㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
一
型
式

備
後
国
三
上
郡
（
今
の
広
島
県
庄
原
市
付
近
）
か
ら
調
と
し
て
届
け
ら

び
ん
ご

み
か
み

れ
た
鍬
の
荷
札
。
調
の
荷
札
は
貢
進
者
の
個
人
名
を
記
す
こ
と
を
基
本
と

く
わ

す
る
が
、
鍬
の
荷
札
に
は
貢
進
者
名
が
記
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
鍬
の
一
人

あ
た
り
の
貢
進
量
が
三
口
（
個
）
で
あ
っ
た
（
賦
役
令
調
絹
絁
条
）
の
に

く

ぶ
や
く
り
ょ
う

対
し
、
発
送
す
る
際
に
は
十
口
単
位
に
ま
と
め
直
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ

ざ
わ
ざ
十
口
ず
つ
に
ま
と
め
直
さ
れ
た
の
は
、
鍬
が
役
人
の
位
階
に
応
じ
て

年
二
回
（
二
月
と
八
月
）
支
給
さ
れ
る
季
禄
（
ボ
ー
ナ
ス
）
な
ど
に
充
て

き
ろ
く

ら
れ
、
そ
の
一
人
あ
た
り
の
支
給
量
が
五
口
ま
た
は
十
口
単
位
で
あ
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
支
給
し
や
す
さ
を
考
え
た
梱
包
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

天
平
十
八
年
は
七
四
六
年
。
同
じ
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
の
ほ
か
の
鍬
の
荷
札

の
年
紀
も
天
平
十
七
・
十
八
年
で
、
保
管
期
間
は
ご
く
短
い
。
腐
る
も
の
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
貢
進
さ
れ
た
も
の
を
す
ぐ
翌
年
の
季
禄
支
給
な
ど
に
用

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

荷
札
木
簡
か
ら
み
る
と
、
古
来
鉄
の
生
産
で
名
高
い
吉
備
地
方
（
令
制
の

き

び

備
前
・
備
中
・
備
後
お
よ
び
美
作
の
各
国
。
今
の
岡
山
県
お
よ
び
広
島

び
ぜ
ん

び
っ
ち
ゅ
う

び
ん
ご

み
ま
さ
か

県
東
部
）
か
ら
鉄
製
品
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
播
磨
国
（
今
の
兵

は
り
ま

庫
県
南
部
）
か
ら
と
見
ら
れ
る
鉄
の
荷
札
木
簡
も
一
点
あ
る
（『
飛
鳥
藤
原

京
木
簡
二
』
三
六
三
二
号
）。『
延
喜
式
』
で
は
伯
耆
国
（
今
の
鳥
取
県
西

え
ん
ぎ
し
き

ほ
う
き

部
）
か
ら
も
鉄
製
品
を
納
め
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
備
前
国
（
今

び
ぜ
ん

の
岡
山
県
東
部
）の
納
入
リ
ス
ト
に
は
鉄
製
品
は
見
あ
た
ら
な
い（
主
計
寮

し
ゅ
け
い
り
ょ
う

式
上
伯
耆
国
条
・
備
前
国
条
）。

◎

備
後
国
か
ら
の
調
の
鍬
の
荷
札
の
削
屑

84

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
三
一
五
・
宮
一
―
四
五
八
）

備
後
国
三
上
郡
調
鍬

〇
九
一
型
式

備
後
国
三
上
郡
（
今
の
広
島
県
庄
原
市
付
近
）
か
ら
調
と
し
て
届
け
ら
れ

び
ん
ご

み
か
み

た
鍬
の
荷
札
の
削
屑
。
右
辺
は
原
形
を
保
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
文
字
の

く
わ

け
ず
り
く
ず

大
き
さ
や
書
き
ぶ
り
、
材
の
特
徴
な
ど
か
ら
み
て
、

と
と
も
に
都
に
届
け

83

ら
れ
、
廃
棄
さ
れ
る
直
前
ま
で
一
括
さ
れ
て
い
た
荷
物
の
荷
札
の
削
屑
と
み

て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

削
っ
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
特
徴
の
文
書
木
簡
と
違
い
、
荷
札
木
簡
の
削

屑
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
れ
は
、
荷
札
木
簡
は
、
荷
物
に
適
し
た
大
き
さ
・

形
状
に
加
工
さ
れ
、
荷
物
と
と
も
に
宛
先
に
移
動
し
、
使
用
の
直
前
ま
で
荷

物
に
付
け
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
荷
札
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

稀
で
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
荷
札
木
簡
に
比
較
的
完
形
品
が

多
い
の
と
表
裏
一
体
の
現
象
と
い
え
よ
う
。

稀
と
は
い
え
、

の
よ
う
な
荷
札
木
簡
の
削
屑
が
実
在
す
る
の
は
、
荷
札

84

以
外
の
用
途
へ
の
再
利
用
の
結
果
と
み
ら
れ
る
。
再
利
用
に
不
必
要
で
邪
魔

に
な
る
切
り
込
み
や
下
端
を
尖
ら
せ
た
部
分
を
切
断
し
て
し
ま
え
ば
、
直
ち

に
文
書
木
簡
の
素
材
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
中
に
は
、
切

り
込
み
を
切
断
す
る
手
間
さ
え
惜
し
ん
で
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
事
例
も
あ

る
〈
城
二
二
―
一
五
頁
上
な
ど
〉）。
類
例
の
少
な
い
荷
札
木
簡
の
削
屑
が
、

ま
と
ま
っ
た
量
の
木
簡
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｋ
８
２
０
や
二
条
大
路
の
濠
状
遺
構

か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
の
は
、
木
簡
を
多
量
に
使
用
す
る
場
で
の
木
簡
用
材

調
達
の
あ
り
方
と
し
て
、
ご
く
自
然
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



( 16 )

【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
（
展
示
番
号

、

）

国
宝

一
九
六
五
年

2

47

造
酒
司
の
井
戸
の
排
水
を
流
す
た
め
に
、
役
所
の
西
辺
に
位
置
を
ず
ら
し
な
が

ぞ
う
し
ゅ
し

ら
何
度
か
掘
ら
れ
た
南
北
溝
の
一
つ
。
幅
約
七
〇
㎝
、
深
さ
約
二
〇
㎝
。
南
端
は
造

酒
司
南
限
の
築
地
塀
を
暗
渠
で
抜
け
て
宮
内
道
路
の
側
溝
に
接
続
す
る
。
奈
良
時

あ
ん
き
ょ

代
前
半
の
霊
亀
・
養
老
・
神
亀
（
七
一
七
〜
七
二
九
年
）
の
年
号
を
も
つ
木
簡
が
ま

と
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
最
上
層
か
ら
は
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
十
月
の
年

紀
の
あ
る
木
簡
（
宮
二
―
二
二
四
七
）
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
半
ば
過
ぎ
に

埋
没
し
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
木
簡
は
溝
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
出
土

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
溝
が
溜
ま
り
状
に
広
が
っ
た
部
分
か
ら
集
中
的
に
出
土
し

て
い
る
。
溝
の
遺
物
で
は
あ
る
が
、
土
坑
状
の
遺
構
の
遺
物
が
主
体
と
み
る
こ
と
も

で
き
、
年
代
や
内
容
の
一
括
性
の
高
さ
は
こ
れ
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

出
土
木
簡
は
、
同
じ
く
造
酒
司
内
で
検
出
さ
れ
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
３
０
４
６
お
よ
び
溝

Ｓ
Ｄ
３
０
４
７
・
３
０
５
０
出
土
木
簡
と
と
も
に
、
平
城
宮
造
酒
司
出
土
木
簡
と
し

て
二
〇
一
五
年
に
重
要
文
化
財
に
、
さ
ら
に
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
の
一
部
と
し
て
二

〇
一
七
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
（
五
六
八
点
〈
う
ち
削
屑
三
五
九
点
〉）。

Ｓ
Ｋ
２
１
９
（
展
示
番
号

）

国
宝

一
九
六
一
年

5

平
城
宮
中
央
区
の
第
一
次
大
極
殿
院
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
西
宮
の
北
側
に
展

だ
い
ご
く
で
ん
い
ん

開
す
る
役
所
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。
東
西
三
ｍ
、
南
北
三
・
五
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
の
北
半
部

と
、
東
西
三
ｍ
、
南
北
二
・
五
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
の
南
半
部
と
か
ら
な
る
。
平
城
宮
跡

最
初
の
木
簡
出
土
地
と
し
て
名
高
い
。
天
平
宝
字
末
年
頃
（
七
六
〇
年
代
前
半
）
の

遺
物
を
中
心
と
す
る
。
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出
土
の
木
簡
群
は
、
同
じ
役
所
内
の
井
戸
Ｓ
Ｅ

３
１
１
出
土
木
簡
二
点
と
と
も
に
、
平
城
宮
跡
大
膳
職
推
定
地
出
土
木
簡
と
し
て
、

だ
い
ぜ
ん
し
き

二
〇
〇
三
年
に
木
簡
で
は
初
め
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
（
計
三
九
点
〈
う
ち

削
屑
一
六
点
〉）。
さ
ら
に
、
二
〇
一
七
年
に
は
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
の
一
部
と
し
て

国
宝
に
昇
格
し
た
。

Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
（
展
示
番
号

、

）

長
屋
王
家
木
簡

一
九
八
八
・
八
九
年

8

37

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
で
見
つ
か
っ
た
左
大
臣
長
屋
王
の
邸

宅
の
う
ち
、
八
坪
東
南
隅
に
東
面
築
地
塀
の
内
側
に
沿
っ
て
掘
ら
れ
た
南
北
溝
状
の

ゴ
ミ
捨
て
土
坑
。
幅
三
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
。
総
延
長
は
約
二
七
・
三
ｍ
。
平
城
遷
都
か

ら
ま
も
な
い
時
期
の
、
貴
族
の
家
政
機
関
の
資
料
と
い
う
他
に
類
例
の
な
い
木
簡
が

出
土
し
た
。
長
屋
王
が
式
部
卿
を
務
め
て
い
た
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
後
半
の
、

し
き
ぶ
き
ょ
う

邸
内
に
お
け
る
米
支
給
の
伝
票
木
簡
を
主
体
と
す
る
。
木
簡
は
、
約
三
万
五
千
点
（
う

ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
４
９
５
１
（
展
示
番
号

、

）

一
九
六
七
年

12

17

東
院
西
辺
の
排
水
を
集
め
る
溝
で
、
小
子
門
の
西
側
か
ら
宮
外
へ
出
て
、
東
一
坊

大
路
の
西
側
溝
と
な
る
。
幅
一
・
三
ｍ
、
深
さ
〇
・
九
ｍ
。
展
示
木
簡
が
出
土
し
た

小
子
門
付
近
の
調
査
（
平
城
第
三
九
次
調
査
）
で
は
、
木
簡
は
二
九
〇
点
（
う
ち
削

屑
二
二
〇
点
）
出
土
し
た
。
二
条
大
路
北
側
で
西
か
ら
流
れ
て
く
る
二
条
大
路
北
側

溝
Ｓ
Ｄ
１
２
５
０
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
京
内
を
南
流
す
る
。
京
内
の
道
路
側
溝
と
し

て
は
最
も
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
宮
近
辺
だ
け
で
な
く
、
七
条
で
も
千
点

規
模
の
木
簡
の
出
土
が
知
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
５
３
０
０
（
展
示
番
号

）

二
条
大
路
木
簡

一
九
八
九
年

14

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪

(

藤
原
麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
上
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う

ち
、
藤
原
麻
呂
邸
南
門
前
か
ら
東
に
二
条
大
路
北
端
に
沿
っ
て
延
び
る
遺
構
。
幅
二

〜
二
・
七
ｍ
、
深
さ
一
〜
一
・
三
ｍ
。
総
延
長
は
約
五
八
ｍ
。
西
端
の
門
前
か
ら
、

藤
原
麻
呂
の
家
政
機
関
に
関
わ
る
木
簡
が
集
中
し
て
見
つ
か
っ
た
。
木
簡
は
、
約
三

万
五
千
点
（
う
ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
５
１
０
０
（
左
京
）（
展
示
番
号

、

）

19

62

二
条
大
路
木
簡

一
九
八
八
・
八
九
年

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪

（
藤
原
麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
上
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う

ち
、
皇
后
宮
の
北
門
か
ら
八
坪
北
辺
築
地
塀
に
沿
っ
て
二
条
大
路
南
端
に
掘
ら
れ
た

遺
構
。
幅
二
・
六
ｍ
、
深
さ
〇
・
九
ｍ
。
総
延
長
約
一
二
〇
ｍ
。
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Ｓ
Ｄ
３
１
５
４
（
展
示
番
号

、

）

一
九
六
五
年

23

41

東
院
西
辺
北
部
を
北
東
か
ら
南
西
に
斜
行
し
て
流
れ
る
素
掘
り
の
溝
。
幅
二
・
四
ｍ
、
深

さ
は
約
〇
・
四
ｍ
。
西
端
で
素
掘
り
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
一
五
五
に
接
続
し
南
流
す
る
。

Ｓ
Ｄ
５
７
８
０
（
展
示
番
号

）

一
九
七
六
年

27

平
城
宮
東
張
り
出
し
部
の
東
南
隅
付
近
で
検
出
し
た
素
掘
り
の
南
北
溝
で
、
東
二

坊
坊
間
路
の
西
側
溝
。
幅
約
六
ｍ
、
深
さ
約
六
〇
㎝
。
た
だ
し
、
西
側
約
五
ｍ
の
位

置
に
平
行
し
て
走
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
５
８
１
５
が
存
し
、
こ
ち
ら
が
平
城
宮
東
面
の
築

地
大
垣
Ｓ
Ａ
５
９
０
０
の
東
雨
落
溝
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
築
地
大
垣
の
雨
落
溝
と

し
て
の
機
能
は
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
木
簡
は
、
計
五
六
四
点
（
う
ち
削
屑
四
一

四
点
）
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
５
１
０
０
（
宮
内
）（
展
示
番
号

）

一
九
六
七
年

29

平
城
宮
東
張
り
出
し
部
南
面
西
端
に
位
置
す
る
小
子
門
の
西
側
を
宮
内
か
ら
南
流

す
る
南
北
溝
。
こ
の
地
域
を
南
流
し
て
西
一
坊
大
路
西
側
溝
と
な
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
４

９
５
１
の
一
部
を
西
に
迂
回
さ
せ
た
も
の
で
、
小
子
門
北
西
の
地
点
か
ら
南
西
方
向

に
斜
め
に
流
れ
た
あ
と
、
約
四
〇
ｍ
南
流
し
て
西
一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
４
９
５
１

に
合
流
す
る
。
両
岸
を
杭
と
側
板
で
護
岸
し
て
お
り
、
側
板
間
で
幅
約
一
・
五
ｍ
、

深
さ
約
〇
・
八
ｍ
を
測
る
。
の
ち
に
Ｓ
Ｄ
５
０
５
０
に
付
け
替
え
ら
れ
て
お
り
、
概

ね
神
亀
年
間
（
七
二
四
〜
七
二
九
）
頃
か
ら
神
護
景
雲
年
間
（
七
六
七
〜
七
七
〇
）

頃
ま
で
存
続
し
た
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
計
五
五
点
（
う
ち
削
屑
四
三
点
）
が
出

土
し
た
。

Ｓ
Ｋ
８
２
０
（
展
示
番
号

、

、

、

、

、

、

、

）

32

50

59

65

71

78

83

84
国
宝

一
九
六
三
年

内
裏
の
北
東
に
位
置
す
る
北
外
郭
官
衙
西
辺
に
掘
ら
れ
た
方
形
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。

だ
い
り

き
た
が
い
か
く
か
ん
が

一
辺
約
四
ｍ
、
深
さ
約
二
・
三
ｍ
。
天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
の
平
城
還
都
後
の
こ

の
地
域
の
再
整
備
に
関
わ
る
ゴ
ミ
を
投
棄
し
た
土
坑
で
、
天
平
十
九
（
七
四
七
）
年

頃
に
埋
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
平
城
宮
跡
で
最
初
に
千
点
規
模
の
木
簡
群
が
見
つ

か
っ
た
遺
構
。
出
土
木
簡
は
、
平
城
宮
跡
内
裏
北
外
郭
官
衙
出
土
木
簡
と
し
て
、
二

〇
〇
七
年
に
重
要
文
化
財
に
、
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
に
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
の
一
部

と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
（
一
七
八
五
点
〈
う
ち
削
屑
九
五
二
点
〉）。

Ｓ
Ｅ
４
７
７
０
（
展
示
番
号

）

一
九
八
八
年

35

長
屋
王
邸
（
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
）
内
の
井
戸
。
平
面
は
南
北
約

一
・
九
ｍ
、
東
西
約
二
・
三
ｍ
の
方
形
を
呈
し
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
約
二
ｍ
。

長
屋
王
一
家
が
居
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
内
郭
の
東
北
側
に
隣
接
す
る
場
所
で
検

な
い
か
く

出
し
た
。
出
土
遺
物
か
ら
養
老
二
年
（
七
一
八
）
初
頭
以
前
に
埋
め
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
長
屋
王
家
木
簡
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
へ
の
木
簡
投
棄
と

ほ
ぼ
同
時
期
。「
長
屋
皇
宮
俵
」
と
書
か
れ
た
木
簡
な
ど
計
二
二
六
点
が
出
土
し
た
。

内
裏
西
南
隅
外
郭
整
地
土
（
展
示
番
号

、

、

）

一
九
七
四
年

44

54

57

第
一
次
大
極
殿
院
東
南
隅
と
内
裏
外
郭
西
南
隅
に
挟
ま
れ
た
谷
部
に
施
さ
れ
た

だ
い
ご
く
で
ん
い
ん

だ
い
り
が
い
か
く

整
地
土
。
木
簡
は
造
営
直
前
の
地
表
面
と
整
地
土
と
の
間
に
堆
積
し
た
建
築
用
材
の

破
片
や
は
つ
り
屑
、
檜
皮
な
ど
と
と
も
に
、
計
二
一
二
点
（
う
ち
削
屑
一
四
二
点
）

が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
３
４
１
０
・
Ｓ
Ｄ
１
２
５
０
（
展
示
番
号

）

一
九
六
六
年

69

Ｓ
Ｄ
３
４
１
０
は
、
平
城
宮
跡
東
院
と
東
方
官
衙
の
間
の
宮
内
南
北
道
路
の
西
側

か
ん
が

溝
。
幅
三
〜
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
五
ｍ
。
小
子
門
以
南
は
東
面
大
垣
内
側
（
西
側
）
に

沿
っ
て
流
れ
、
宮
の
東
南
隅
で
西
か
ら
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
を
合
わ
せ
た
あ
と
、

南
面
大
垣
を
暗
渠
で
抜
け
、
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
１
２
５
０
に
合
流
す
る
。
Ｓ
Ｄ

１
２
５
０
は
、
Ｓ
Ｄ
３
４
１
０
と
の
合
流
後
さ
ら
に
東
流
し
、
東
面
大
垣
東
側
の
東

一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
４
９
５
１
に
注
ぎ
込
む
。
複
数
の
溝
が
錯
綜
す
る
こ
の
付
近

は
平
城
宮
東
部
の
排
水
が
集
ま
る
地
域
で
あ
り
、
上
流
部
か
ら
流
れ
下
っ
て
き
た
も

の
も
含
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宮
内
で
も
有
数
の
木
簡
出
土
地
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
次
大
極
殿
院
西
辺
整
地
土
（
展
示
番
号

）

一
九
八
六
年

74

池
Ｓ
Ｇ
８
１
９
０
の
南
岸
、
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
３
８
２
５
の
西
に
広
が
る
整
地
土
。
多

数
の
遺
物
と
と
も
に
木
屑
層
・
炭
層
を
形
成
し
て
お
り
、
大
極
殿
院
東
南
隅
外
側
の

整
地
土
出
土
の
木
簡
と
似
た
出
方
を
し
て
い
る
。
木
簡
は
、
計
二
七
一
点
（
う
ち
削

屑
六
三
点
）
が
出
土
し
た
。
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木簡の型式分類


